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塩
崎
駅
周
辺
整
備
事
業

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
八
王
子
支
社

と
基
本
協
定
お
よ
び
設
計
協
定
の
締
結
が
済

み
、
今
年
度
は
、
塩
崎
駅
施
設
改
修
工
事
、
南

北
駅
前
広
場
、
駅
周
辺
の
道
路
、
橋
梁（
ア
ン

ダ
ー
ガ
ー
ド
）の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
、
健
康
な
身
体
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

指
導
者
の
育
成
や
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
、世
代
間
、

地
域
間
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
期
待

し
、
今
年
度
も
参
加
し
ま
す
。

　
他
人
の
子
も
ほ
め
て
叱
る
運
動
の
展
開

　

家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政
な
ど
市
全
体
で
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
合
唱
へ
の
取
り
組
み

　

学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が

い
っ
し
ょ
に
歌
う
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
で
、
学

校
で
、
一
体
感
が
養
わ
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に

踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
を
実
践
し
ま
す
。

　

創
甲
斐
教
育
推
進
の
関
連
事
業
と
し
て
、

32
事
業
を
実
施
し
、
将
来
を
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
を
備
え
た「
甲
斐
っ
子
」づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

 

●
子
ど
も
が
学
校
や
学
級
に
満
足
す
る
集

団
作
り
を
推
進
す
る
た
め
、Ｑ
│
Ｕ
テ
ス

ト（
ア
ン
ケ
ー
ト
）の
実
施
、
教
師
を
対
象

と
し
た
授
業
力
向
上
養
成
講
座
、
ラ
ジ
オ

体
操
推
進
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

 

●
学
校
や
家
庭
と
連
携
し
、
不
登
校
対
策
支

援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

●
生
涯
学
習
と
し
て
、
子
ど
も
書
道
推
進
事

業
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
た
子

ど
も
育
成
事
業
、
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室

事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

 

●
爽
快
こ
ど
も
水
泳
教
室
や
着
衣
泳
教
室
、

昔
な
が
ら
の
遊
び
や
運
動
を
学
ぶ
事
業
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

 

●
体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
や
子
育
て

教
室
、
子
育
て
中
の
親
を
対
象
と
し
た
子

育
て
学
習
会
な
ど
の
開
催
、セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

グ
を
通
じ
て
、
動
物
と
の
正
し
い
ふ
れ
あ

い
を
す
る
中
で
、心
の
安
ら
ぎ
や
癒
し
、命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
各
種
福
祉
関
連
の
計
画
の
推
進

　
「
地
域
福
祉
計
画
」「
第
３
期
障
害
福
祉
計

画
」「
第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」「
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」「
食
育
推
進
計

画
」
な
ど
の
確
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
開
設
や
ふ
れ
あ
い
ペ

ン
ダ
ン
ト
事
業
、配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
充
実
、高
齢
者
と

そ
の
ご
家
族
を
支
え
る
包
括
的
な
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

を
図
り
、地
域
に
合
っ
た
介
護
予
防
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
、
地
域

生
活
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

　

満
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
窓

口
無
料
化
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
保
育
事
業

　

延
長
保
育
や
休
日
保
育
、
一
時
預
か
り
な

ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
な
ど
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
竜
王
東
保
育
園
の
建
て
替
え
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業

　

任
意
の
予
防
接
種
で
あ
る
子
宮
頸
が
ん
、ヒ

ブ
、小
児
用
肺
炎
球
菌
の
３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
の
助
成
の
ほ
か
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
費
の
助
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
へ
の
取
り
組
み

　

３
月
に
策
定
し
た「
環
境
基
本
計
画
」を
積

極
的
に
推
進
し
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」に

基
づ
い
た
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

引
き
続
き
推
進
す
る
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
太

陽
光
パ
ネ
ル
お
よ
び
太
陽
熱
温
水
器
の
設
置

に
対
し
て
の
奨
励
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

　
緑
化
推
進

　

新
た
に
完
成
す
る
島
上
条
公
園
の
整
備
や

市
内
都
市
公
園
な
ど
の
整
備
、
緑
化
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興

　

竜
王
赤
坂
地
区
活
性
化
事
業
で
取
り
組

み
、
甲
斐
市
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
し
つ

つ
あ
る「
赤
坂
と
ま
と
」を
今
後
も
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
販
売
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
特
産
品
と
な
る
よ
う
サ
ツ

マ
イ
モ
の
栽
培
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
な
ど

農
業
振
興
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
消
防
・
防
災
の
充
実

　

災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
見
直
し
、

「
甲
斐
市
地
域
防
災
計
画
」の
改
定
を
す
る
と

と
も
に
、
非
常
用
備
蓄
食
料
の
整
備
や
こ
れ

を
保
管
す
る
倉
庫
、衛
星
携
帯
電
話
の
整
備
、

高
齢
者
向
け
簡
易
ト
イ
レ
や
簡
易
ベ
ッ
ド
、

敷
マ
ッ
ト
な
ど
の
避
難
場
所
の
施
設
整
備
、

幼
児
、
高
齢
者
、
女
性
に
配
慮
し
た
生
活
用

品
の
整
備
、
飲
料
水
運
搬
用
タ
ン
ク
の
整
備

な
ど
を
行
い
、
防
災
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　
観
光
推
進
事
業

　

旬
の
魅
力
が
楽
し
め
る
よ
う
市
内
の
観
光

資
源
を
結
ぶ
巡
回
バ
ス
の
効
率
的
な
運
行
を

行
う
と
と
も
に
、竜
王
駅
を
活
用
し
た
事
業

を
支
援
し
、乗
降
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
行
政
改
革
の
推
進

　
「
第
２
次
甲
斐
市
行
政
改
革
大
綱
」の
６
つ

の
重
点
項
目
を
軸
に
、行
政
力
・
財
政
力
・
組

織
力
・
地
域
力
の
４
つ
の
向
上
と
い
う
視
点

に
よ
る
取
り
組
み
で
、質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
向
け
、よ
り
一
層
努
力
し
ま
す
。

　
自
治
基
本
条
例

　

地
方
分
権
推
進
の
た
め
、
自
治
体
運
営
の

理
念
や
原
則
を
定
め
た
自
治
基
本
条
例
の
策

定
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

　
事
務
事
業
評
価

　

事
務
事
業
の
活
動
指
標
、
成
果
指
標
、
コ

ス
ト
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
整
理
分
析
し
、

行
政
評
価
の
目
的
や
、
実
際
の
評
価
結
果
に

つ
い
て
公
表
し
な
が
ら
、
市
民
に
分
か
り
や

す
い
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
人
事
評
価
制
度
の
実
施

　

能
力
、
行
動
、
目
標
管
理
に
よ
る
実
績
を

処
遇
に
生
か
す
こ
と
で
、
職
員
が
働
き
が
い

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
に
よ
る
組

織
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
各
会
計
の
予
算
額
等
に
つ
い

て
は
、広
報
誌
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

JR塩崎駅北側から

セラピードッグとふれあう園児

災害時の通信手段『衛星携帯電話』

平
成
24
年
度 

施
政
方
針

平
成
24
年
度 

施
政
方
針

平
成
24
年
度 

施
政
方
針

平成24年度  施政方針平成24年度  施政方針

　

３
月
１
日
に
開
会
し
た
市
議
会
定
例
会

本
会
議
に
お
け
る
保
坂
武
市
長
の
平
成
24

年
度
施
政
方
針
の
要
旨
を
次
に
掲
げ
る

４
つ
の
柱
を
基
本
に
紹
介
し
ま
す
。

「
創
甲
斐
教
育
」

快
適
な
生
活
環
境
を
整
備
し
、

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

健
や
か
で
活
気
に
み
ち
た
福
祉
・

医
療
の
推
進
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
文
化
の
か
お
る

都
市
機
能
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

行
政
の
無
駄
を
排
し
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
も
と
、
行
財
政
の

効
率
化
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
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敷
島
新
庁
舎
完
成
・
双
葉
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

敷
島
新
庁
舎
完
成
・
双
葉
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

昨
年
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
、
敷
島
新
庁
舎
が
完
成
し
、

４
月
か
ら
新
し
い
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
し
い
庁
舎
は
、
敷
島
総
合
文
化
会
館
東
側
に
位
置
し
、

地
域
市
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
支
所
と
し
て
、
他
の

公
共
施
設
と
連
携
で
き
る
機
能
性
や
広
い
駐
車
場
を
共
有
で

き
る
利
便
性
を
考
慮
し
た
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

構
造
は
地
上
１
階
建
て
で
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
考
慮
し
、
耐
震
に
優
れ
た
強
固
な
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
と
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
内
に
は
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

授
乳
室
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
多
機
能
ト
イ
レ
な
ど
を
設

置
し
、
誰
も
が
等
し
く
簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
導
入
に
よ
り
使
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
と
執
務
室
に
は
地

中
熱
を
利
用
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す

る
な
ど
、
環
境
負
荷
低
減
を
図
っ
た
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

旧
敷
島
庁
舎
・
第
２
庁
舎
は
、
今
年
度
中
に
解
体
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

※

敷
島
第
２
庁
舎
の『
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』は
、

４
月
か
ら
敷
島
総
合
文
化
会
館
へ
移
転
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
進
め
て
き
た
双
葉
庁
舎
の
耐
震
補
強
、
改
修
工

事
が
終
了
し
、
４
月
か
ら
は
、
双
葉
公
民
館
で
行
っ
て
い
た

業
務
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
庁
舎
で
開
始
し
ま
す
。

　

１
階
フ
ロ
ア
は
、
明
る
く
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
、

わ
か
り
や
す
い
案
内
表
示
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
室
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
多
機
能
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
し
、
誰
に

で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
階
は
、
会
議
・
講
演
室
お
よ
び
小
会
議
室
を
設
置
し
、

行
政
会
議
、研
修
、市
民
相
談
の
会
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
東
側
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、

休
日
受
付
窓
口
の
利
用
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

　

敷
島
・
双
葉
支
所
各
市
民
課
・
地
域
課
で
は
、こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
各
種
証
明
発
行
業
務
、
税
金
等
の
公
金
収
納
業
務
、

各
種
申
請
・
届
出
の
受
付
業
務
な
ど
、
今
ま
で
ど
お
り
行
い

ま
す
。
主
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

敷
島
・
双
葉
支
所
各
市
民
課…

◇
庶
務
係　

市
税
・
各
種
料
金
収
納
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

貸
出
、
自
治
会

◇
市
民
係　

住
民
異
動
、
戸
籍
届
出
、
印
鑑
登
録
、
諸
証
明
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
後
期
高
齢
者
医
療

敷
島
・
双
葉
支
所
各
地
域
課…

◇
福
祉
健
康
係　

高
齢
者
福
祉
、健
康
増
進
、障
が
い
福
祉
、

子
育
て
支
援
、
介
護
保
険
、
民
生
委
員

◇
環
境
土
木
係　

道
路
・
水
路
、
市
営
住
宅
、
農
林
、
環
境
、

公
園
、
観
光

自
動
交
付
機
に
つ
い
て…

◇
午
前
８
時
〜
午
後
８
時
ま
で（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

※

点
検
作
業
等
に
よ
り
、臨
時
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
、
交
流
の
場
、
憩
い
の
場
と
な
る
支
所
を
目
指
し
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
に
努
め
、

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
支
所
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

　

敷
島
支
所
市
民
課（
敷
島
庁
舎
１
階
）

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
１

　

双
葉
支
所
市
民
課（
双
葉
庁
舎
１
階
）

　

☎
０
５
５
１（
２
８
）２
２
１
１

敷島庁舎正面入口

新しくなった1階ロビー

敷
島
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
す

双
葉
庁
舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

各
支
所
の
業
務
に
つ
い
て

リニューアルした双葉庁舎

庁舎東側に設置したスロープ

オストメイト対応の多機能トイレ

子どもが遊べるキッズコーナー

駐在所

〒

文

敷島保健
福祉センター

敷島中

至韮崎 至甲府
コンビニ

コンビニ

GS

敷島新庁舎

敷島総合
文化会館

敷島保健
福祉センター

敷島新庁舎

敷島総合
文化会館

旧敷島
庁舎

敷島
島上条局

住　　所 島上条2254-1
敷地面積 2,758㎡
建築面積 804㎡
延床面積 782㎡
階　　数 地上1階建て
構　　造 鉄筋コンクリート造

住　　所 島上条2254-1
敷地面積 2,758㎡
建築面積 804㎡
延床面積 782㎡
階　　数 地上1階建て
構　　造 鉄筋コンクリート造

当直室

地域課

地域課

当直室 エレ
ベーター

市民課 会議室
2

会議室
1

市民課

相談兼
授乳室 自動

交付機

キッズ
コーナー

入口入口 会議室1

会議室2

多機能
トイレ

相談室2

相談室1

自動
交付機

トイレ
（女性）

トイレ
（男性）

地域課

当直室 エレ
ベーター

市民課 会議室
2

会議室
1相談兼

授乳室
階段

階段入口

キッズコーナー自動
交付機
自動
交付機

休日
受付窓口

相

休日
受付窓口

エレ
ベーター

会議・講演室
小会議室
4

小会議室
3

小会議室
2

小会議室
1階段

階段エレ
ベーター

会議・講演室
小会議室
4

小会議室
3

小会議室
2

小会議室
1階段段段階段階階段

段段階段階階段

施 設 概 要

双葉庁舎案内図

敷島庁舎案内図

トイレ
（男性）

トイレ
（女性）

多機能
トイレ

多機能
トイレ

トイレ
（男性）

トイレ
（女性）

ス
ロ
ー
プ
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●
甲
斐
市
へ

日
本
た
ば
こ
産
業（
株
）甲
府
営

業
所
か
ら
、
ス
タ
ン
ド
灰
皿
５
台

（
５
１
、
６
１
０
円
相
当
）

　

甲
斐
市
消
防
団
員
が
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
章

し
ま
し
た
。

●
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰
　
永
年
勤
続
功
労
章

　
　

横
森
弘
光
さ
ん（
竜
王
第
１
分
団
）

●
山
梨
県
知
事
定
例
表
彰
　
知
事
勲
功
章

　
　

福
島
静
雄
さ
ん（
竜
王
第
１
分
団
）

表
彰
お
め
で
と
う

　
　
　

    

ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
市
役
所
各
庁
舎（
竜
王
・
敷
島
・
双
葉
）お
よ
び
出
張
所（
睦
沢
・
清
川
・
吉
沢
）

の
開
庁
時
間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　

開
庁
時
間
を
15
分
短
縮
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
効
率
的
な
業
務
を
進
め
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  
（
変
更
前　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

※

図
書
館
、
公
民
館
等
の
開
館
時
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
自
動
交
付
機
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
午
前
８
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
外（
午
後
５
時
15
分
以
降
）に
お
け
る
婚

姻
届
、
出
生
届
な
ど
の
受
け
付
け
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
本
館
１
階
の
宿
直
室
に
待
機
し
て
い
る
宿
直
者
が

対
応
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

人
事
課（
本
館
３
階
）

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
４

　

こ
れ
ま
で
、
９
、
１
０
０
、
０
５
５
円（
３
月
15
日
現
在
）の
義
援
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
９
月
30
日（
日
）ま
で
、
各
庁
舎
に
義
援
金
箱
を
設
置
す

る
な
ど
、
義
援
金
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
被
災
地
の

早
期
復
興
に
向
け
、
今
後
と
も
息
の
長
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

総
務
課（
本
館
３
階
）

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
１

　福島第一原子力発電所の事故により、身近な生活環境などの放射線
量の関心が高まっています。市では、市民のみなさんが自宅などの生活
環境周辺における放射線量の把握を支援するため、市が所有する空間放
射線量測定器（シンチレーション式）を無料で貸し出します。
　貸し出しについては事前予約（先着順）が必要となります。
　なお、予約の受け付けは4月2日（月）午前8時30分から開始します。
※一度借り受けた人は、30日を経過しないと予約できません。

予約受付　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分

貸出期間　1日単位（午前９時から午後５時までの間）
※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

貸出対象　① 市内に住所を有する人
　　　　　② 市内に事業所または事務所を有

する個人および法人
　　　　　③ ①・②以外で、甲斐市に固定資産

を所有している人
貸出料金　無料
台　　数　１台（HORIBA PA－1000Radi）

■申し込み・問い合わせは…環境課（本館１階）
　☎055（278）1706

放射線量測定器を無料で貸し出します放射線量測定器を無料で貸し出します

９
月
　
日
ま
で
延
長 

3030
４
月
か
ら
開
庁
時
間
が
変
わ
り
ま
す

防災行政無線デジタル化の整備が完了しました防災行政無線デジタル化の整備が完了しました
　昨年から進めてきた防災行政無線デジタル化の整備が完了し、屋外拡声
子局がこれまでの130から190か所となりました。また、デジタル化に統
一したことにより、緊急地震速報などへの対応も可能となっています。
　なお、今後みなさんにお伝えする放送内容は次のとおりです。

◇災害に関する緊急情報
●災害時の避難準備情報、避難指示、避難勧告、大雨、洪水、暴風などの
気象情報

●火災発生時のお知らせ、鎮火報告

◇全国瞬時警報システムからの情報
●緊急地震速報（震度４以上の地震が予測される場合に放送します）
●他国からの武力攻撃などの有事情報
※全国瞬時警報システムとは、国から送信される情報を人工衛星より受
信し、防災行政無線から自動的に緊急情報を放送するシステムです。

◇市民生活に関わる情報
●火災予防、選挙啓発、行方不明者の捜索協力依頼、行政情報
※音声が重複して聞き取りにくくなることを避けるため、３グループに分けて時差放送を行っています。

◇時刻放送
●試験放送を兼ねた時刻放送を１日２回行っています。
【正午のチャイム、夕方のメロディ午後５時（10月から５月）・午後６時（６月から９月）】

■問い合わせは…消防防災対策室（本館３階）　☎055（278）1676

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入しているみなさんへ保保険民 険・・ へんんんへへさんななさみなみみなみるるるみるいいるるていしてししててし入入入入齢齢者 入入入 ててて入入入しししににに加医医後 いい んへんんへ者者 ていいる入入加 てて齢者 加後後 療 るるるるるるみるるみるみみなさんななささんんさんんななさ国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入しているみなさんへ
  外来で医療費が高額になるとき
　高額療養費は、医療費の自己負担分（医療費の1割～３割）が高額になったとき、国民健康保険等に申請し、限
度額を超えた分が払い戻しされる制度です。
　これまでは、払い戻しされるまでに時間がかかるため、その間、被保険者がいったん負担しなければなりません
でしたが、4月からは、外来診療（調剤薬局を含む）を受けて、ひと月の自己負担が限度額以上になった場合、『認
定証（限度額適用認定証）』等を提示すれば、同一医療機関の窓口での支払いが限度額までとなります。
　なお、『認定証』を提示しない場合は、従来どおり申請が必要となります。

※既に認定証をお持ちの人は申請は不要です。また、70歳未満の人で国民健康保険税に未納がある場合や所
得の申告がない場合は交付できないことがあります。

■問い合わせは…保険課（新館１階）　☎055（278）1665

・70歳未満の人
・70歳以上の住民税非課税世帯の人

・70歳以上75歳未満で、
　住民税課税世帯の人

・75歳以上で、住民税課税世帯の人

 高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで
保険課で『認定証』（限度額適用認定
証）の交付を申請してください※

『後期高齢者医療被保険者証』を窓口に提
示してください

『認定証』を窓口に提示してください

必要ありません

必要ありません

『高齢受給者証』を窓口に提示してください

９
月
　
日
ま
で
延
長 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
受
付

東
日
本
大
震
災
義
援
金
受
付

開
庁
時
間

午
前
８
時
30
分 

〜 

午
後
５
時
15
分

4月から防災行政無線テレフォンサービスを開始します 　☎055（230）6650
　放送内容が聞き取れなかったり、もう一度聞きたい場合、この番号にダイヤルすると放送内容を聞くこと
ができます。ただし、通話料は利用者の負担となりますのでご了承願います。
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　甲斐市民バスは平成22年度から３年間の計画で実証運行を実施しており、平成24年度は実証運行の
最終年となるため、国の補助基準を参考に運行継続基準（目標）を設定しました。平成24年度の運行実績が、
基準以下となった場合は、平成25年度以降の甲斐市民バスの存廃・路線廃止などを検討することとして
います。
　なお、平成24年度の利用状況については、広報誌および市ホームページで随時公表しますのでご確認く
ださい。買い物や通院、通勤・通学など、お出掛けの際は、ぜひ甲斐市民バスをご利用ください。

■問い合わせは…企画財政課（本館３階）　☎055（278）1662

運行継続基準（目標）の設定について

４月から甲斐市民バスの運行内容が変わります４月から甲斐市民バスの運行内容が変わります今月の観光巡回バス
information

今月の観光巡回バス
information

～満開の桜の下、春めく季節を満喫する一日～～満開の桜の下、春めく季節を満喫する一日～

　昨年度実施したアンケート調査やこれまでの利用実績等を参考に、各路線の運行日や運行時刻、一部路線
の運行経路や停留所を変更しました。ご利用の際は、目的地と路線を確認のうえ、ご利用ください。
　なお、詳細については、広報誌と一緒に配布した『甲斐市民バス時刻表』でご確認ください。

  停留所の新設
【山梨交通敷島営業所～山梨大学医学部附属病院線】
『築地新居』停留所を廃止し、大型商業施設最寄りの
『築地新居交差点南』停留所を新設。

【竜王～双葉方面路線】
『慈照寺』停留所を新設。
【双葉北部路線】
『ラザウォーク甲斐双葉』停留所を新設。

  土・日曜日、祝日の運行を実施
　一部路線で土・日曜日の運行を実施するとともに、各路
線とも運行日が祝日の場合も運行します。（年末年始は除く）
　なお、平日の運行が一部変更になっている路線がありますのでご注意ください。

  甲斐市民バス各路線の乗り継ぎを考慮
　各路線の接続を考慮し、一部の便で乗り継ぎ可能な時刻設定としました。乗り継ぎの例は次のとおりです。
【敷島北部路線⇔敷島～双葉方面路線】
山梨交通敷島営業所を乗継場所として、敷島北部方面からラザウォーク方面に行くことが可能。

【双葉北部路線⇔敷島～双葉方面路線】
ラザウォークを乗継場所として、双葉北部方面から響が丘方面に行くことが可能。

【敷島～双葉方面路線⇔山梨交通敷島営業所～山梨大学医学部附属病院線】
竜王駅を乗継場所として、敷島・双葉方面から山梨大学医学部附属病院方面に行くことが可能。

  鉄道や民間バス路線との乗り継ぎを考慮
　甲斐市民バスと、鉄道・民間バス路線の乗り継ぎを考慮した時刻設定としました。特に、鉄道との乗り継
ぎについては、可能な範囲で余裕を持たせた時刻設定となっています。

 
路　線　名

 １便あたり平均乗車人数 
運行継続基準 平成22年度 平成23年度

  （4月～２月運行分）
山梨交通敷島営業所～ 4.19人 4.22人山梨大学医学部附属病院線
竜王～双葉方面路線 2.80人 3.29人 
敷島～双葉方面路線 2.15人 2.63人 
敷島北部路線（睦沢・清川方面） 0.72人 2.85人
敷島北部路線（吉沢・千田方面） 0.21人 0.46人 
双葉北部路線 1.35人 1.62人 

平均乗車人数
1便あたり5人

平均乗車人数
1便あたり３人

　桜の名所、芸術の森やワ
イナリーを巡るコースを
ご紹介します。
◎運行日【料金無料】
４月１日（日）・７日（土）・
８日（日）
◎巡回コース：（　）内は見どころ
竜王駅南口…敷島総合文化会館（カルチャーパーク）
…矢木羽湖…クラインガルテン…サントリー登美の
丘ワイナリー…双葉農の駅・百楽泉…シャトレーゼベ
ルフォーレワイナリー…ドラゴンパーク…信玄堤…
竜王駅南口…芸術の森（美術館・文学館）…竜王駅南口
◎竜王駅出発時間
　9:10、9:50、11:40、12:20、14:10、14:50、16:20
※最終便は、敷島総合文化会館（カルチャーパーク）、矢
木羽湖、クラインガルテン、芸術の森（美術館・文学館）
には停車しません。ご注意ください。

【4月から運行日程が変わります】
　これまで、毎週土・日曜日、祝日に運行していました
が、４月からは、観光資源の旬に合わせ運行日を限定し
ます。詳しい運行日程は、決まり次第、広報誌や市ホー
ムページでお知らせしますので、ご確認ください。

■問い合わせは…商工観光課（本館２階）
　☎055（278）1708

　市では、環境にやさしい生け垣づくりや花壇づく
りを応援しています。住宅や事業所で新たに生け垣
や花壇をつくる際の費用の一部を補助します。
　ただし、既に完成しているものについては補助で
きませんので、設置する前に必ずご相談ください。
●補助対象基準について
　生け垣や花壇を設置する場所、長さ、面積、縁石
等の高さ、樹木の規格や植栽位置などいくつか基
準があります。
●補助金の算出基準

■問い合わせは…都市計画課（本館２階）
　☎055（278）1669

生け垣・花壇を
つくりましょう

　４月６日（金）～８日（日）に信玄公祭りが開催されます。７日（土）に行われる甲州軍団出陣では、市体育協会が
『板垣駿河守信方隊』に扮して出陣します。

日時  ４月７日（土） 午後５時頃　　甲府駅南口→平和通り→城東通り→甲府中央商店街→舞鶴城公園

◆山縣神社で出陣パフォーマンスを行います
　武田24将の１人『山県三郎右兵衛尉昌景』は、甲斐市出身の大学者『山県大弐』の先祖といわれています。
　この度、『山県三郎右兵衛尉昌景隊』として参加するNTT東日本山梨支店にご協力いただき、山縣神社で合同の
出陣パフォーマンスを行うこととなりました。
　地元から甲州軍団出陣に向かう武者たちの鎧姿を披露しますの
で、みなさんのご声援をお願いします。
　時　間　午前10時30分～（山縣神社内）
　内　容　記念撮影会、出陣契りの儀、ダンスパフォーマンスなど
◎甲斐市の板垣信方隊は、午後1時過ぎには竜王駅から電車で甲府
駅に出陣しますので、竜王駅でもご覧になることができます。

■問い合わせは…商工観光課（本館2階）　 ☎055（278）1708
　　　　　　　　信玄公祭り実行委員会　☎055（231）2722

やまがたさぶろうびょうえのじょうまさかげ

前回『甲州軍団出陣』に参加した様子

いたがきするがのかみのぶかたたい

信玄堤公園の桜

※実際の経費が補助基本額に満たない場合は、実施経費を補助
対象額とします。

 区　分  補助基本額 補助率 限度額
  樹木  生け垣の延長(m)   ２/３ 190,000円  購入費 ×9,500円
 生け垣 支柱  生け垣の延長(m)   ２/３ 45,000円 の新設 購入費 ×2,250円
  樹木  生け垣の延長(m)   － －　　   移植費 ×3,000円

 花壇の
 花壇 花壇の延長(m)   ２/３ 180,000円 

新設
 設置費 ×9,000円

  種苗 花壇の面積(㎡) ２/３ 10,000円   購入費 ×500円
   ブロック塀等の  
   側面積(㎡) ２/３ 180,000円 
   ×9,000円

生け垣や花壇の設
置のためのブロッ
ク塀等の取壊し費



男女共同参画推進フォーラム
　市役所本館前において軽消防自動車受納式が行われ　市役所本館前において軽消防自動車受納式が行われ
ました。これは、日本損害保険協会が地域の消防力強ました。これは、日本損害保険協会が地域の消防力強
化に役立ててもらおうと、全国の自治体へ寄付してい化に役立ててもらおうと、全国の自治体へ寄付してい
るもので、今回は本市に小型動力ポンプを搭載した軽るもので、今回は本市に小型動力ポンプを搭載した軽
消防自動車が寄贈されました。消防自動車が寄贈されました。
　受納式では、日本損害保険協会山梨損保会の志田会　受納式では、日本損害保険協会山梨損保会の志田会
長から保坂市長へ目録が手渡された後、消防団員によ長から保坂市長へ目録が手渡された後、消防団員によ
る試乗が行われました。寄贈された車両は、市消防団る試乗が行われました。寄贈された車両は、市消防団
双葉第２分団１部に配備され、市民の安全安心を守る双葉第２分団１部に配備され、市民の安全安心を守る
ために役立てられます。ために役立てられます。

　敷島総合文化会館において、甲斐市男女共同参画推進
フォーラム2012が開催されました。会場には約120
人が参加。男女共同参画標語優秀作品の表彰式が行われ
た後、推進委員による活動発表や『ある夜の甲斐さん家』
と題した紙芝居が披露されました。
　また、男女共同参画を推進するために独自の取り組み
を行っている『米笠ホタル愛育会』、『青空の会』、『敷島北小
学校おやじの会』の活動発表も行われ、参加者は男女がと
もに仕事と家庭を両立する環境づくりの大切さを学びま
した。

軽消防自動車を受納

赤坂とまと料理教室

　竜王西小学校で６年生を送る会が行われました。在校生は手作り
のアーチを使って６年生を迎え、「ありがとう」の気持ちを込めて合唱
や呼びかけを行いました。また、６年生のこれまでの学校生活を振り
返るスライドショーが行われるなど、
みんなで楽しい時間を過ごしました。
　竜王中学校の卒業式では、卒業証
書が校長先生から手渡された後、卒
業生の代表が、お世話になった両親
や先生、在校生に感謝の気持ちを伝
えました。

　市の特産品である『赤坂とまと』の美味しさと、その料理方法を
みなさんに知ってもらおうと、竜王北部公民館ふれあい講座『赤
坂とまと料理教室』が行われました。教室では、野菜ソムリエの
資格を持つ講師の守屋若菜さんが考案した、アイコやフルティ

カなど、それぞれのトマトの特徴を
活かした料理５品を作りました。
　参加した人たちは、「いろいろな料
理方法が勉強になった」「どの料理も
とても美味しかった」と、赤坂とま
との新たな魅力を発見しました。

　双葉ふれあい文化館を会場に、KAI ふれあいステージ
2012が開催されました。このイベントは、市内で活
躍しているアーティストのみなさんに、日ごろの練習
の成果を披露してもらおうと毎年行われるもの。
　今年は31組が出演し、ステージでは、和太鼓や吹奏
楽の演奏が行われたほか、合唱、フラダンス、ヒップホッ
プダンスなど、さまざまなパフォーマンスが披露され、
来場者を楽しませていました。

　竜王東保育園において、毎年恒例のひなまつり集会が行われ
ました。子どもたちは始めにひなまつりの歌を元気よく歌った
後、紙芝居を使ったひなまつりのお話を聞きました。お話では、

先生たちが紙人形を使って、お内裏
さまやおひなさまなどの種類や役割
などを分かりやすく説明しました。
　最後は、舞台に飾ったひな人形
といっしょに記念撮影を行い、み
んなでひなまつりの気分を味わい
ました。

みんなでひなまつり集会

　敷島総合文化会館を会場に、生
け花などの体験コーナーの他、展
示や輪投げ、バルーンアートなど、
さまざまな催しが行われました。
　また、大ホールでは、各種団体
による舞台発表が行われ、今年は
寺平地区の道祖神祭りで行われて
いる『獅子舞』が披露され、太鼓の
音頭に合わせて豪快に舞う姿に、
来場者から歓声が上がりました。

２ 18土

下福沢地区で道祖神祭り

KAI ふれあいステージ第８回敷島公民館まつり

３  ２ 金
２21 火

６年生を送る会（2/29）・卒業式（3/13）

２ 27月

2月・3月

　市北部の下福沢地区において、道祖神祭りが行われま市北部の下福沢地区において、道祖神祭りが行われま
した。江戸時代から続く同地区の道祖神祭りは、市の無した。江戸時代から続く同地区の道祖神祭りは、市の無
形民俗文化財に指定されており、地域の無病形民俗文化財に指定されており、地域の無病息災、子孫息災、子孫
繁栄等の願いを込めて、青年会が中心となって行う伝繁栄等の願いを込めて、青年会が中心となって行う伝
統行事。初日の夜は、道祖神場において『どんど焼き』が統行事。初日の夜は、道祖神場において『どんど焼き』が
盛大に行われ、翌日には青年会のメンバーが、おかめ、盛大に行われ、翌日には青年会のメンバーが、おかめ、
ひょっとこに扮し同地区の家をめぐる『氏子参り』が行わひょっとこに扮し同地区の家をめぐる『氏子参り』が行わ
れ、『正一位道祖大神』、『火の用心』と書かれたお札が各世れ、『正一位道祖大神』、『火の用心』と書かれたお札が各世
帯に手渡されました。帯に手渡されました。

2 18土
 19日

2 25土
 26日

３  ３ 土

 ４ 日

の話題 できごま
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　２月26日（日）「第８回甲斐梅の里クロスカントリー
大会」が、県内外から多くの参加者を迎え開催されま
した。今大会を無事開催することができたのは、運営
に携わっていただいた各種団体やボランティアのみな
さんのご協力によるものと感謝いたします。
　来年も、甲斐市の魅力を感じてもらえるような大会
にしていきたいと思いますので、ご声援、ご協力をお
願いします。

◆大会結果（参加人数：2,397人）
※市内参加者の上位入賞（１～３位）のみの掲載となり
　ます。（敬称略）すべての参加者の記録はこちらを参照
　ください。http://www.tecnoplan.co.jp/tecnet/

◎５kmコース
中学生男子の部
２位  清原一真（双葉中学校）
中学生女子の部
３位　有泉日愛（双葉中学校）
一般・高校生男子の部
１位　下山法久（チーム87）
２位　岡田武仁（拓大ＡＣ）
一般・高校生女子の部
１位　宮沢麻里（TeamＭＭ）

◎10kmコース
一般・高校生男子の部
１位  小田切崇（あげぽよ48）

　
　２月19日（日）から２月25日（土）にかけて竜王体
育館他で開催され、Ｂパートでは竜北ドリームが、Ｃ
パートでは敷島南がそれぞれ優勝しました。

　
　

スポーツ施設開放日程はP16・17のカレンダー
をご覧ください。
■申し込み・問い合わせは…
　スポーツ振興課（新館２階）
　☎055（278）1698    　055（278）2047

スポーツ
ニュース

スポーツ
ニュースsss t  sp r  n sp ssssssspppooorrrtttsss nnneeewwwssssspppooorrrtttsss nnneeewwwsssssppp  sssssppp  ssssssss

ツ
ース

「第８回甲斐梅の里クロスカントリー大会」

鬼山直也さん

　キャデット（16歳以下）男子の6種目で日本記録を
出した東海大甲府高校１年生の鬼山直也さんが、２月
に富山県で行われた第21回アーチェリー全日本室内
選手権男子リカーブ部門に出場し、強豪ぞろいの社会
人、大学生らを抑え、見事日本一に輝きました。昨年、
同種目で初出場ながら大会史上初の中学生（最年少）で
優勝し、本大会で２連覇を達成。「自信はなかったけれ
ど、攻めのプレーで大会に
挑みました。２連覇を達成
することができ本当にうれ
しい」と喜びを語りました。
　また、４月に行われる
ロンドン五輪代表最終選
考を兼ねたワールドカッ
プ派遣最終選考会で、「全
力を出し切ってプレーし、
ロンドン五輪への切符を
手にしたい」と力強く意気
込みを語りました。

ＮＴＴ山梨フレッツカップ
第28回山梨家庭婦人バレーボール大会結果

アーチェリー全日本室内選手権
男子リカーブ部門で2連覇達成

～チャレンジデーにはみんなでラジオ体操を～

Bパート優勝
竜北ドリーム

力強く選手宣誓する
津久井初美・歩 親子

ででででででででででででででででででででラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジラジオ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体オ体操を操を操を操を操を操を操を操を操を操を操を操を操を操を操を操を操操を操を～～～～～～～～～～～～～～～～～～ジジジジジジジジジ

甲斐市チャレンジデー2012

55月月3030日（水）日（水）
午前０時～午後９時

節 開催日 対戦相手 開始時間 会場

６ 4月  1日（日） ギラヴァンツ北九州 16：00

山梨中銀
スタジアム

７ 4月  8日（日） 大分トリニータ 16：00

９ 4月22日（日） ＦＣ町田ゼルビア 13：00

11 4月 30日（月） アビスパ福岡 16：00

13 5月　6日（日） 京都サンガＦ . Ｃ 13：00

15 5月20日（日） ザスパ草津 14：00

18 　6月　9日（土） ジェフユナイテッド千葉 16：00

　いよいよ開幕したＪリーグ。会場では、選手たちに
よる白熱した試合が繰り広げられます。
　ぜひ、スタジ
アムへ足を運ん
で、みなさんの
熱い声援でＪ１
への復帰を目指
すヴァンフォー
レ甲府を応援し
よう。

～チ～チ～チ～チチチチャレャレャレャレャレャレレレャレレャレャレャレャ ンジンジンジンジンジンジンンジンジンジンジンンン デーデーデーデーデーデーデーーデーデデ にはにはにににはにはにはにははにはににはははみんみんみんみんみんみんんんんんんんんんんみんみんななでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなででなでジジジジジジデデデデデデデ～想いをつなぐ、みんなでつなぐ～～想いをつなぐ、みんなでつなぐ～

　人口規模が同じ自治体グループでの抽選の結果、大阪府柏
原（かしわら）市との対戦が決定しました。
　柏原市は、昨年甲斐市が対戦する予定だった自治体で、チャ
レンジデー参加は今回で５回目。対戦形式で行われなかった
昨年でも63.3％と、毎年高い参加率を記録している強豪で
す。柏原市に勝利するためには、みなさん一人ひとりの参加
が大切です。
　みなさんで運動を楽しみながら「チャレンジデー」に参加し
て、チャレンジデーを勝利で飾りましょう。

大阪府柏原市と対戦します大阪府柏原市と対戦します

ヴァンフォーレ甲府を応援しよう 　≪Ｊリーグディビジョン２ ホームゲーム日程表≫

柏原市の参加率63.3％（昨年）

■問い合わせは…甲斐市チャレンジデー実行委員会（スポーツ振興課内）　☎055（278）1698

総人口　73,545人（1月末日現在）
総面積　25.39Ｋ㎡
大阪府と奈良県との府県境に位
置し、市の３分の２を山が占め、
中央部に大和川が流れる。山麓
にはぶどう畑が広がり、このぶ
どうでできたワインは柏原地ワ
インとして知られる。

京都府

兵庫県

大阪府

奈良県

和歌山県

滋賀県

三重県柏原市

柏原市柏原市

チャレンジデーとは…チャレンジデーとは…
運動を日常生活の習慣として取り入れることを運動を日常生活の習慣として取り入れることを
目的としたもので、15分間以上続けて運動やス目的としたもので、15 分間以上続けて運動やス
ポーツなどで体を動かした人の数を集計し、対ポーツなどで体を動かした人の数を集計し、対
戦相手と住民の参加率を競い合うイベントです。戦相手と住民の参加率を競い合うイベントです。

Cパート優勝
敷島南

☆今年の「甲斐市サンクスデー」は、11月４日（日）に行われ
　る、ロアッソ熊本戦です。

        だれでも参加できますだれでも参加できます
　　　　当日（５月30日）、市内にいるすべての人が対象です。当日（５月30日）、市内にいるすべての人が対象です。
　市民以外の在勤者、学生、観光客等の参加も可能で、年齢・　市民以外の在勤者、学生、観光客等の参加も可能で、年齢・
　性別も問いません。　性別も問いません。

        どんな運動でも対象にどんな運動でも対象に
　　　　運動やスポーツ等で15分間以上継続して体を動かせば、  運動やスポーツ等で15分間以上継続して体を動かせば、  
   ウォーキングや掃除など何でも対象になります。   ウォーキングや掃除など何でも対象になります。

　　    市内であればどこでも市内であればどこでも
　　　　自宅や学校・職場など、どこで実施しても対象となります。自宅や学校・職場など、どこで実施しても対象となります。

          参加方法は簡単です参加方法は簡単です
　　　　当日、運動やスポーツなどをした人は、甲斐市チャレンジ 当日、運動やスポーツなどをした人は、甲斐市チャレンジ 
   デー実行委員会本部に報告していただくだけです。   デー実行委員会本部に報告していただくだけです。
　　報告は参加報告書（広報誌５月号と一緒に配布）の提出　　報告は参加報告書（広報誌５月号と一緒に配布）の提出
      や、電話、FAX等でお願いします。や、電話、FAX等でお願いします。

          対戦に勝ったら対戦に勝ったら
　 　　 　相手自治体の庁舎のメインポールに甲斐市の旗が１週相手自治体の庁舎のメインポールに甲斐市の旗が１週
間掲揚されます。負けた場合には、本市に柏原市の旗を揚間掲揚されます。負けた場合には、本市に柏原市の旗を揚
げ、相手の健闘を称えます。げ、相手の健闘を称えます。

☆ ☆

この見開きページは左ページからお読みください
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。
ル
ー
ト
内
に
は
、
宿
場

が
設
け
ら
れ
、物
資
や
人
々
が
多
く
往
来
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、私
た
ち
の
交
通
手
段
は
、自
動
車
、電
車
な
ど
多
種

多
様
で
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

標
識
が
設
置
さ
れ
、
不
自
由
な

く
目
的
地
へ
行
け
ま
す
。
大
弐

が
生
き
た
時
代
は
、
標
識
の
代

わ
り
に
、
道
路
の
辻
な
ど
に
立

つ「
道
し
る
べ
」を
頼
り
に
、
目

的
の
場
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
よ
り
も
90
年
ほ
ど
後
に
な
り
ま
す
が
、『
東
海
道

五
十
三
次
』で
有
名
な
、
浮
世
絵
師
歌
川
広
重
は
天
保
12
年

（
１
８
４
１
）、
甲
府
城
下
町
の
商
人
か
ら
依
頼
を
受
け
、
甲

府
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
書
か
れ
た
日
記
に
は
、
甲

州
街
道
を
通
っ
て
江
戸
か
ら
甲
府
ま
で
、
３
泊
４
日
か
か
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
あ
っ
た
り
道
路
が
舗
装
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
当
時
、江
戸
へ
向
か
う
に
は
、相
当

な
苦
労
が
あ
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。

（
注
１
）甲
州
街
道
は
、
江
戸
時
代
に「
甲
州
道
中（
こ
う
し
ゅ

う
ど
う
ち
ゅ
う
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

上
かみ ま ち

町（飯室俊一自治会長）
　■世帯数：73　　■人口：199　
　上町区は、県道甲府韮崎線の双葉地区龍地
交差点の南西に位置し、区内を中部横断自動
車道、国道20号など主要幹線道路に囲まれ
た傾斜地にあります。
　JR中央線ガード近くの長い石段を登ると、
山頂は小さな丘になっていて大嶽山、蚕神、庚
申塔（こうしんとう）がまつられています。昔、
この地は、妙見信仰（みょうけんしんこう）が

盛んで、のぼり
を建て太鼓を鳴
らし、盛大な『妙
見さんの祭』とい
うお祭りが行わ
れていました。
現在は、建物も無
くお堂のあった
事跡と石段のみが当時を物語っています。
　区の主な行事は、小中学生によって5体の獅子舞が
各戸を回り、悪魔払いを行う１月の道祖神祭りがありま
す。その他、こどもの日は、子どもたちにお菓子を配っ
ています。お菓子が容易に手に入らなかった時代に、各
世帯が少しずつお金を出し合い、配ったのが始まりとさ
れ、このことから周りの大人みんなで子どもたちの成
長を見守り続けてきた『地域』の大切さを感じます。
　『モノ』が豊富にある現在、お菓子と一緒に地域の
人の『想い』も受け取ることができる子どもでいて欲
しいと切に願います。

天
て ん ぐ さ わ

狗沢（吉田貞臣自治会長）
　■世帯数：320　　■人口：755　　
　天狗沢区は、敷島地区の中西部に位置し、
緑豊かな自然に恵まれた地域です。
　区の地名の由来は、天狗が住んでいた所の
ように思われますが、天狗は天蚕（やままゆ、
テングス）のことで、昔はこの一帯に天蚕がた
くさん繁殖していたことから『テングスのい
る沢』という地名が生まれたとされています。
　区内には、県指定史跡『天狗沢瓦窯跡（がよ
うせき）』があり、発掘された『登り窯（がま）』は、調査
の結果7世紀後半と考えられ、県最古であることが判
明しました。また、貢川の岸には、水天宮の祠（すいて
んぐうのほこら）がまつられ、祭りの際には千垢離（せ
んごり）を唱え、子孫繁栄・五穀豊穣を祈ります。

　区の主な行事は、
ハッピ姿の子ども
たちが獅子頭をか
ぶり厄除けや無病
息災を願い各戸を
回る道祖神祭りが
あります。その他、
夏の夜のふれあい

祭りでは多数の区民が参加し、手作り屋台の焼きそばや
かき氷などを食べ楽しいひと時を過ごしています。
　当区では、このような行事を通じて相互の親睦を
深め、人と人の繋がりの大切さを感じるよう、これか
らも区民が一丸となり明るく、ふれあいと活力に満
ちた地域づくりに努めたいと考えています。

市内にある136自治会（区）の中から２つずつ、特徴のあるもの、人、活動など順番に紹介しています。

●
甲
州
街
道

下今井にある「道しるべ」
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４
April

月

●
休
館
日

●
市
民
相
談

　
午
後
１：3
0
～
４：0
0
　

　
竜
王
北
部
公
民
館

●
い
き
い
き
健
康
相
談
　

　
午
前
1
0：0
0
～
正
午
　

　
百
楽
泉

●
休
館
日

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　（
～
1
5
日
）

★
１
歳
６
か
月
児
健
診

　（
敷
島・双

葉
地
区
）

●
観
光
巡
回
バ
ス
運
行
日

●
青
空
市
場（
売
切
れ
次
第
終
了
）

　
午
前
9：0
0

　
敷
島
中
学
校
東
側
駐
車
場

●
信
玄
公
祭
り

　
甲
州
軍
団
出
陣

　
詳
細
は
P
9
参
照

●
休
館
日

●
休
館
日

●
観
光
巡
回
バ
ス
運
行
日

●
双
葉
B＆
G
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
午
前
1
0：0
0

　●
観
光
巡
回
バ
ス
運
行
日

●
休
館
日

●
竜
王
地
区
河
川
清
掃

　（
延
期
の
場
合
は
2
9
日
）

●
上
映
会 「
ブ
タ
が
い
た
教
室
」

　
対
象
　
一
般（
先
着
1
8
2
人
）

　
午
後
1：3
0

　
竜
王
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

●
休
館
日

●
い
き
い
き
健
康
相
談

　
午
前
1
0：0
0
～
正
午

　
か
ま
な
し
の
湯

■
5
月
分
学
校
体
育
施
設
一
斉
　

　
開
放
受
付
　
午
後
７：0
0

　
6
月
分
社
会
体
育
施
設
一
斉

　
開
放
受
付
　
午
後
８：0
0

　
竜
王
北
部
公
民
館

●
休
館
日

■
5
月
分
学
校
体
育
施
設
・
6
月
分

社
会
体
育
施
設
開
放
随
時
受
付

開
始
　
午
前
８：3
0
～
午
後
５：１
５

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課・敷

島
公
民
館・

双
葉
公
民
館
各
窓
口

●
い
き
い
き
健
康
相
談
　

　
午
前
1
0：0
0
～
正
午
　

　
志
麻
の
湯

★
1
1
か
月
児
健
診

　（
竜
王
地
区
）

●
休
館
日

●
休
館
日

●
市
民
相
談

　
午
後
１：3
0
～
４：0
0
　

　
双
葉
庁
舎

★
４
か
月
児
健
診

　（
竜
王
地
区
）

●
青
空
市
場（
売
切
れ
次
第
終
了
）

　
午
前
9：0
0

　
敷
島
中
学
校
東
側
駐
車
場

●
休
館
日

●
い
き
い
き
健
康
相
談

　
午
前
1
0：0
0
～
正
午

　
か
ま
な
し
の
湯

★
１
歳
６
か
月
児
健
診

　（
竜
王
地
区
）

★
２
歳
児
健
診

　（
竜
王
地
区
）

●
休
館
日

●
い
き
い
き
健
康
相
談

　
午
前
1
0：0
0
～
正
午

　
志
麻
の
湯

●
休
館
日

●
行
政
相
談

　
午
後
1：3
0
～
4：0
0

　
竜
王
南
部
公
民
館・敷

島
総
合
文

化
会
館・双

葉
公
民
館

★
３
歳
児
健
診

　（
敷
島・双

葉
地
区
）

★
３
歳
児
視
聴
覚・尿

検
査
再
検
査
日

　（
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
青
空
市
場（
売
切
れ
次
第
終
了
）

　
午
前
9：0
0

　
敷
島
中
学
校
東
側
駐
車
場

●
お
み
ゆ
き
さ
ん

　
午
前
1
1：0
0

　
信
玄
堤
公
園・三

社
神
社
周
辺

　

●
休
館
日

●
休
館
日

★
４
か
月
児
健
診

　（
敷
島・双

葉
地
区
）

●
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　
午
後
２：0
0
　

　
敷
島
み
な
み
児
童
館

★
３
歳
児
健
診

　（
竜
王
地
区
）

★
３
歳
児
視
聴
覚・尿

検
査
再
検
査
日

　（
竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
休
館
日

★
1
1
か
月
児
健
診

　（
敷
島・双

葉
地
区
）

●
休
館
日

●
家
庭
児
童
相
談
室
定
例

相
談

　
午
後
1：3
0
～
3：3
0
　

　
新
館
相
談
室

●
市
民
相
談

　
午
後
１：3
0
～
４：0
0
　

　
敷
島
総
合
文
化
会
館

●
い
き
い
き
健
康
相
談
　

　
午
前
1
0：0
0
～
正
午
　

　
百
楽
泉

★
２
歳
児
健
診

　（
敷
島・双

葉
地
区
）　

●
青
空
市
場（
売
切
れ
次
第
終
了
）

　
午
前
9：0
0

　
敷
島
中
学
校
東
側
駐
車
場

●
上
映
会 「
ク
ラ
バ
ー
ト
闇
の
魔
法

学
校
」

　
対
象
　
児
童（
先
着
5
0
人
）

　
午
後
1：3
0

　
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
視
聴
覚
室

●
休
館
日

●
休
館
日

振
替
休
日

Sunday

18152229

29162330

3101724

4111825

5121926

6132027

7142128

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

日
M
onday

月
T
uesday

火
T
hursday

木
Friday

金
Saturday

土
W
ednesday

水

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

先
負

友
引

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

友
引

仏
滅

赤
口

先
勝

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

先
負

大
安

…
…
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

…
…
K
ai・遊・パ

ー
ク

…
…
歩
行
浴
プ
ー
ル・軽

運
動
室

　
   （
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

…
…
志
麻
の
湯

…
…
百
楽
泉

…
…
か
ま
な
し
の
湯

…
…
農
の
駅

…
…
公
民
館

…
…
敷
島
総
合
文
化
会
館

 
…
図
書
館

 
…
公
民
館
図
書
室

竜
図
敷
図
双
図

公
図

凡
 例

《
見
や
す
い
所
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
》

志百釜

農公総

ふK歩

◎
竜
王
庁
舎
　
☎
055（

276）2111
[代
表
]

◎
敷
島
庁
舎
　
☎
055（

277）3111
[代
表
]

◎
双
葉
庁
舎
　
☎
0551（

28）2211
[代
表
]

竜
図

釜
竜
図

釜
百

農

百
農

敷
図
双
図
公
図

公
総

歩

志

K
昭
和
の
日

敷
図
双
図
公
図

公
総

歩
K

ふ
志

百
農

釜

◆
市
民
相
談（
市
行
政
に
関
す
る
苦
情・意

見
、消
費
者
相
談
や
悩
み
ご
と
な
ど
）や
行
政
相
談（
国
や
公
庫
、公
団
、事
業
団
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
相
談・苦

情・要
望
な
ど
）を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、相
談
日
当
日

　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
■
問
い
合
わ
せ
は・・・市

民
活
動
支
援
課（
本
館
1
階
） ☎
0
5
5（
2
7
8
）1
7
0
4

竜
図

敷
図
双
図
公
図

公
総

歩
K

ふ
志

…
…
双
葉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー（
プ
ー
ル
）

双
Ｂ

双
Ｂ

双
Ｂ

敷
図
双
図
公
図

公
総

歩
K

ふ

双
Ｂ

休
日・夜

間
の
救
急
医
療
連
絡
先

休
日・夜

間
の
救
急
医
療
連
絡
先

休
日・夜

間
の
救
急
医
療
連
絡
先

■
竜
王・敷

島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

水
道
が
故
障・漏

水
し
た
時
は
…

●
休
日
、夜
間
の
水
道
管
の
故
障・漏

水
な
ど
緊
急
時
は
…

甲
斐
市
役
所（
当
直
）

☎
0
5
5（
2
7
6
）2
1
1
1

●
平
日（
昼
間
）の
本
管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー

ま
で
の
故
障・漏

水
な
ど
緊
急
時
は
…

上
水
道
課

☎
0
5
5（
2
7
6
）0
7
3
4

●
平
日（
昼
間
）の
宅
地
内
の
故
障
等
は
…

甲
斐
市
管
工
事
協
同
組
合

☎
0
5
5（
2
7
9
）6
3
2
6

※
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
対
 

　
応
し
ま
す
。ま
た
、個
人
所
有
の
給

　
水
装
置
の
修
理（
タ
イ
ル
舗
装
等

　
の
特
殊
な
構
造
物
等
も
含
む
）は
、

　
個
人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
大
久
保・天

狗
沢・牛

句・境・島
上
条・中

　
下
条・大

下
条・長

塚
に
お
住
ま
い
の
人

　
は
、甲
府
市
上
下
水
道
局
へ
問
い
合
わ

　
せ
願
い
ま
す
。

●
甲
府
市
上
下
水
道
局

☎
0
5
5（
2
2
8
）3
3
1
1

●
峡
北
消
防
本
部

☎
0
5
5
1（
2
2
）8
1
8
1
(音
声
テ
レ
ホ
ン
ガ
イド
)

平
日・土

…
午
後
６
時
～
翌
朝
8
時

日・祝
日・年

末
年
始
…
午
前
8
時
～
翌
朝
8
時

※
峡
北
消
防
本
部
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
場
合

●
山
梨
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
　

☎
0
5
5（
2
2
4
）4
1
9
9

山
梨
県
小
児
救
急
電
話
相
談

山
梨
県
小
児
救
急
電
話
相
談

山
梨
県
小
児
救
急
電
話
相
談

発
熱
、下
痢
、嘔
吐
、ひ
き
つ
け
な
ど
の
、子
ど

も
の
夜
間
の
急
な
病
気
に
つ
い
て
は
、ま
ず
、

次
の
番
号
に
連
絡
し
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
…
♯
8
0
0
0（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

             ☎
055（

226）3369（
ダイ
ヤ
ル
回
線
）

利
用
時
間
…
毎
日
午
後
7
時
～
1
1
時

対
応
者
…
看
護
師

●
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
9
9

夜
間
救
急
診
療
…
毎
日
午
後
7
時
～
翌
朝
7
時

応
需
医
療
機
関
の
検
索
、紹
介
…
2
4
時
間
対
応

●
歯
科
救
急
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5（
2
2
0
）1
1
9
9

夜
間
歯
科
救
急
診
療
…

平
日・土

…
午
後
7
時
～
1
1
時

日・祝
日
…
午
後
5
時
～
1
1
時

●
精
神
科
救
急
医
療
相
談

☎
0
5
5（
2
5
4
）3
1
1
9

平
日
…
午
後
5
時
1
5
分
～
９
時
1
5
分

土・日・祝
日
…
午
前
1
1
時
～
午
後
7
時
3
0
分

■
双
葉
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

●
小
児
救
急
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
9
9

日・祝
日
…
午
前
9
時
～
翌
朝
7
時

土
…
午
後
3
時
～
翌
朝
7
時

夜
間（
毎
日
）…
午
後
7
時
～
翌
朝
7
時

無
料
開
放
日
　
K
ai・
遊
・
パ
ー
ク
で
は
、
4
・
1
1
・
1
8
・
2
5
日
の
水
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
８

時
3
0
分
ま
で
に
受
付
さ
れ
た
、
市
内
在
住
の
6
5
歳
以
上
の
人
と
障
が
い
者
の
み
な
さ
ん
に
施
設
を

無
料
開
放
し
ま
す
。
ま
た
、介
助
が
必
要
な
障
が
い
者
の
場
合
は
、介
助
者
お
一
人
ま
で
無
料
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
カ
ー
ド
の
受
付
　
市
内
在
住
の
6
5
歳
以
上
の
人
の
無
料
開
放
は
、
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
受
付
は
毎
週
水
曜
日
　
午
後
1
時
～
8
時
3
0
分

■
問
い
合
わ
せ
は・・・ス

ポ
ー
ツ
振
興
課（
新
館
2
階
）　
☎
0
5
5（
2
7
8
）1
6
9
8

敷
図
双
図
公
図

公
総

歩
K

ふ
志

百
農

双
Ｂ

釜

敷
図
双
図

公
図

竜
図

K

開
館
期
間
　
4
月
1
日（
日
）～
1
1
月
3
0
日（
金
）

開
館
時
間
　
午
前
1
0
時
～
正
午（
午
前
の
部
） 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時
　（
午
後
の
部
） 注
意
①
1
1・1
3・1
8・2
0・2
5・2
7
日
 

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
９
時
　（
夜
間
の
部
） 

※
注
意
①
の
日
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
市
主
催
の
教
室
開
催
の
た
め
、
使
用
範
囲
に
一
部
制
限

　
が
あ
り
ま
す
。

○
K
ai・
遊
・
パ
ー
ク
　
☎
0
5
5
(2
7
6
)4
1
8
9
 

共
通
注
意
事
項

・ 入
泳
す
る
際
に
は
、ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・ 幼
児
お
よ
び
夜
間
の
小
中
学
生
の
利
用

は
、必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

開
館
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
９
時

休
館
日

 毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
年
末
年
始
、
機
械
点
検
日

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
Ｋ
ａ
ｉ・
遊
・
パ
ー
ク
情
報

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
Ｋ
ａ
ｉ・
遊
・
パ
ー
ク
情
報

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
Ｋ
ａ
ｉ・
遊
・
パ
ー
ク
情
報

○
双
葉
Ｂ
＆
Ｇ（
プ
ー
ル
） 　
☎
0
5
5
1
(2
8
)6
0
2
9
　
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日
 

ゆ
う
の
う
市
場
が
毎
週

　
　
日・水・土

曜
日
に
開
催

　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
で
開
催
さ
れ
る「
ゆ
う
の
う

市
場
」。地

元
農
家
の
新
鮮
野
菜

や
果
実
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

●
開
催
日
　
毎
週
日・水・土

曜
日

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～

●
場
　
所
  

　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

せ
ん
定
枝
粉
砕
処
理【
受
入
場
所・日

時
】

※
3
0
日
は
祝
日
の
た
め
、お
休
み
で
す
。

　
ま
た
、2
2
日
は
玉
幡
中
学
校
北
側
市
有

　
地
の
み
河
川
清
掃
の
た
め
お
休
み
で
す
。

■
玉
幡
中
学
校
北
側
市
有
地
　

　
受
入
日
　
日・月・火・水・木・土

■
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
　

　
受
入
日
　
日・火・金

　
　
時
　
間
　
午
前
9
時
～
正
午
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

・・・環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ・・・

対
象
と
な
る
枝

○
せ
ん
定
枝
の
長
さ
は
2
ｍ
以
下
、
直
径
1
0ｃ
ｍ

　
以
下
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
果
樹
の
せ
ん
定
枝
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
ま
す
。

※
枯
れ
た
枝
、葉
っ
ぱ
類
、根
の
部
分
、腐
食
し
た
物
、

　
金
属
類
が
つ
い
た
枝
、草・竹

等
は
受
け
入
れ
し

　
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
で
伐
採
し
た
せ
ん
定
枝
の
持
ち
込
み
　
 

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

  

粉
砕
チ
ッ
プ
を
希
望
す
る
人
へ

粉
砕
処
理
し
た
チ
ッ
プ
を
市
内
在

住
者
に
無
料
で
差
し
あ
げ
ま
す
。

受
入
時
間
内
に
袋
を
持
参
し
て
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は・・・

　
環
境
課（
本
館
１
階
）

　
☎
0
5
5（
2
7
8
）1
7
0
6
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望月　昌子さん（万才）

昭和13年生まれ。『リサイクル推進ネットワークひま
わり』会長。平成７年に同グループを発足し、リサイク
ルショップひまわりを開設。以来17年間にわたり衣類
や日用品などの受託販売（品物の提供者を会員制にし、
衣類は売り上げの７割、野菜は９割を提供者に還元）を
行っている。市内の主婦を中心に13人で運営し、これ
までに13万点以上の商品を販売。
　その他、いきいきサロンを地域で立ち上げるなど、地
域活性化に向けた取り組みや甲斐市女性団体連絡会会長
として男女共同参画社会の普及活動も行っている。

◎プロフィール

資源の大切さを伝えるために
　「長年の成果を認めてもらうことができて、本当にうれしい
です」と笑顔で話す望月さん。今年の１月、望月さんが会長を
務める『リサイクル推進ネットワークひまわり』が、環境大臣
より地域環境保全功労者表彰を受けました。
　同グループを結成したのは、日ごろからエコに対する関心
を強く持ち、地域で大量に捨てられている衣類や日用品など
を見て、もう一度生かすことができないかと思ったことがきっ
かけ。「みなさんが出すごみの中に、再利用できるものはたく
さんあります。その再利用できるものを、必要としている人に
使ってもらえるような仕組みを作り、環境への負担を減らす
ことができないかと思い、同じ志を持つ仲間たちとグループ
を結成してリサイクルショップひまわりを立ち上げました。」
　初めは訪れるお客さんが少なく、またボランティアで協力し
てくれる仲間たちのスケジュールを調整するのに苦労しました。
「立ち上げた当初はとても大変でしたが、仲間の協力や支えが
あったから、ここまで続けることができました。」
　現在は、会員の人から提供してもらったリサイクル商品を
売るだけでなく、家庭から出る廃油を集めて作った EM石け
んの販売や広告紙の回収を行うなど、さまざまな形でエコ活
動に取り組んでいます。「お店に訪れるお客さんとのふれあい
も大切にしています。お客さんと話をするのはとても楽しく、
エコに関心を持つ人が多いので、こちらが勉強させてもらう
こともあります。」
　今後は、「もっと多くの人に
お店を利用してもらい、限り
ある資源を有効に使うことの
大切さを伝えたい。資源の大
切さを子どもたちに伝えるた
めの活動にも取り組んで、エ
コに関心をもつ子どもが増え
てくれたらうれしいですね」と
にこやかに話してくれました。

　 もちづき 　    まさこ　 

イ
ン
フ
ォ

イ
ン
フ
ォ

イ
ン
フ
ォ

イイイイイイイイイイイ

児

童

館

児

童

館

双
葉
東
児
童
館

　

双
葉
東
児
童
館
で
は
、
火
・
水
曜
日
に「
２
・
３
歳
ク
ラ
ス
」、
木

曜
日
に「
０
・
１
歳
ク
ラ
ス
」と
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
月
に
３
回
の
乳

幼
児
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
季

節
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に
季
節
の

行
事
や
工
作
を
行
っ
た
り
、
親
子

で
触
れ
あ
い
な
が
ら
体
操
や
手
遊

び
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
２
回
講
師
を
招
い

て
リ
ズ
ム
遊
び
や
３
Ｂ
体
操
を
行

い
、
12
月
に
は
双
葉
地
区
の
児
童

館
が
合
同
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
館
は
、
双
葉
東
小
学

校
に
隣
接
し
、
道
路
を
渡
ら
ず
安

全
に
学
校
の
校
庭
へ
出
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
戸
外
遊
び
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
教
室
の
後
も
、
室
内
で
遊

び
な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
ん
だ
り
、
親
同
士
で
情
報
交

換
や
会
話
を
し
な
が
ら
、
和
や
か

で
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
だ
け
で
な
く
、

就
園
に
向
け
て
少
し
ず
つ
自
分
で
で
き
る
事
が
増
え
る
よ
う
な

活
動
を
取
り
入
れ
て
い
き
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て

い
け
る
教
室
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
☎
０
５
５
１（
２
８
）１
２
１
４

みんなで３Ｂ体操クリスマス会の様子

リサイクルショップひまわり（篠原2946－2）
開店時間　午後２時30分～５時（５～９月）、午後２時～　
　　　　　４時（10月～４月）※日・月・火曜日定休　
■問い合わせは…☎055（278）0077

　
犬、猫はマナーを守って飼いましょう
　犬猫の散歩コースや飼っている周辺のみなさんか
ら、散歩時のフンの不始末などの苦情が市によせられ
ています。周りがみな、犬や猫が好きな人ばかりでは
ありません。飼うからには次の注意事項を守り、最後
まで責任を持って飼ってください。
［犬・猫の飼育注意事項］
①犬を飼う場合は、市に登録をして１年に１回、狂犬病 
　予防注射を受けましょう。
②犬は常につないで飼いましょう。（放し飼いの禁止）
③犬の首輪に鑑札、狂犬病予防注射済票を付けましょう。
④犬を散歩させる際は、必ずリードを付けましょう。
⑤散歩中のフンは、必ず飼い主が持ち帰り片づけましょう。
⑥猫は名札を付け、家の中で飼いましょう。
⑦繁殖を希望しない場合は、不妊・去勢手術（市の補助
　金制度あり）を行い、子犬や子猫を捨てたり、処分す
　ることが無いようにしましょう。
⑧野良犬・野良猫にエサを与えないようにしましょう。

汲み取り業者が変わります
　４月から竜王地区の汲み取りトイレ・浄化槽汚泥の
汲み取り業者が㈲東日本環境整備センター【廃業】から
㈱クリーンライフに変更となります。４月からの各地
区の許可業者については次のとおりです。

竜王地区　㈱クリーン環境センター（西八幡3483）
　　　　　☎055（276）2407
　　　　　㈱クリーンライフ（中央市西花輪4377）
　　　　　☎055（274）6288
敷島地区　敷島三友衛生社（境855）
　　　　　☎055（277）3342
　　　　　㈱敷島陸送（大下条935-1）
　　　　　☎055（277）2251
双葉地区　㈲エコサービス（宇津谷342-1）
　　　　　☎0551（28）3391
　　　　　㈲韮崎環境メンテナンスサービス（韮崎市
　　　　　本町2-2-47）　☎0551（22）1805

　

　犬を譲り受けたり、犬を飼う場所が変わった場合な
どに必要な「犬の登録事項変更届」と、飼い犬が死亡し
た場合に必要な「犬の死亡届」が、インターネットを通
じて市役所へ届け出することができます。
　市では、県と市町村で取り組ん
でいる「やまなしくらしねっと」
において、「犬の登録事項変更届
（市内での移動のみ）」と「犬の死
亡届」の受け付けを行っています
のでご利用ください。
利用方法
①市ホームページのトップページにある「やまなしく
　らしねっと」をクリック。
②「電子申請・施設予約」ボタンを選択。
③「電子申請」を選択し、［電子申請・届出サービス］画
　面で【甲斐市】を選択。
④［申請・届出メニュー］の「申請・届出をする」を選択。
⑤「犬の登録事項変更届」または「犬の死亡届」を選択。
　なお、届出には、利用者登録が必要ですので、利用者
登録を行ってから手続きしてください。
　操作方法等ご不明な点は、コールセンターにお問い
合わせください。

コールセンター　☎0570（00）5353

　平成24年度の登録・予防集合注射を実施します。
日程表をご覧になり、最寄りの会場で受けてください。
【登録について】
　狂犬病予防法で登録が義務付けられています。
※初めて犬の登録をする人は、裏面の「犬の新規登録申請書」
　に必要事項を記入し、当日会場に持参してください。
【狂犬病予防注射について】
　生後91日以上の犬には、毎年1回受けさせなければな
りません。（狂犬病予防法第5条第1項）
　登録済みの犬は、飼い主様宛に発送されたハガキを注射飼い主様宛に発送されたハガキを注射
当日、必ずお持ちください。当日、必ずお持ちください。
【その他】
　次の項目に該当する場合は届出・申請が必要となります。
①犬が死亡したとき「死亡届」
②飼育場所が変わったとき・他人から譲り受けたとき・
　飼い主が転入したとき「登録事項変更届」
③鑑札、注射済票をなくしてしまったとき「再交付申請書」
※集合注射を受けない場合は、各自で狂犬病予防注射を受
　けてください。
■問い合わせは…
環境課（本館１階）　☎055（278）1706
敷島支所地域課（敷島庁舎１階）　☎055（277）3113
双葉支所地域課（双葉庁舎１階）　☎0551（20）3651

「犬の登録事項変更届」および「犬の死亡届」
の電子申請受付について愛犬の登録と

狂犬病予防集合注射を実施します

竜王地区河川清掃は竜王地区河川清掃は
　　４月 22日（日）に行います　　４月 22日（日）に行います
　今年の竜王地区河川清掃は、4月22日（日）に実
施します。みなさんの手で川をきれいにしましょう。
　なお、小雨決行としますが、大雨など悪天候により
中止となる場合は、29日（日）に延期します。

■問い合わせは…
　環境課（本館１階）　☎055（278）1706
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＜切り取り線＞

＜
切
り
取
り
線
＞

【犬の新規登録申請書】

【集合注射の料金】

【集合注射時の注意事項】

※印欄には、申請者の住所と犬の所在地が異なる場合
　のみ記入してください。
☆印欄は、記入しないでください。

住　所

ふりがな
氏　名 電話番号

所在地

種　類

毛　色

犬の名

生年月日

性　別 おす ・ めす

大 ・ 中 ・ 小犬の体格

登録番号
☆

注射済
票番号

竜 王 地 区
実 施 日 場 　 所 時 　 間

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午前9時～11時45分

双 葉 地 区
実 施 日 場 　 所 時 　 間

午前9時～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後1時30分～2時30分

午後2時45分～3時45分

午前9時～10時15分

午前10時30分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

3,400円

6,400円

注 射 の み

新規登録と注射

敷 島 地 区
時 　 間

清川地域ふれあい館

睦沢地域ふれあい館

吉沢地域ふれあい館

境 老 人 憩 い の 家

敷 島 台 集 会 場

天 狗 沢 公 民 館

東 町 公 会 堂

西 町 公 会 堂

松 島 団 地 集 会 所

長 塚 公 民 館

大 下 条 公 会 堂

敷 島 庁 舎 前

午前9時30分～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～10時

午前10時15分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

※当日は大変混雑しますので、おつりのないようお願いします。

※発熱、下痢等健康上の異常がある場合、今までに注射・ワクチ
ン等で体調が悪くなったことがある場合、老犬、妊娠など特別
な状態にある場合は、かかりつけの獣医師にご相談ください。

※フンの放置は絶対にやめ、飼い主が責任をもって始末してください。

4月 10日（火）

4月 11日（水）

4月 12日（木）

4月 13日（金）

4月 15日（日）

4月17日（火）

4月18日（水）

4月19日（木）

4月20日（金）

4月22日（日）

上 志 田 公 民 館

宇 北 公 民 館

滝 沢 公 民 館

下 今 井 公 民 館

双 葉 庁 舎 前

菖蒲沢法泉寺前広場

新・新 田 公 民 館

団 子 公 民 館

高 原 団 地 公 民 館

双葉保健福祉センター前

登 美 団 地 公 民 館

桃花の街クラブハウス

双 葉 庁 舎 前

注射料2,850円+注射済票550円

登録料3,000円+3,400円（注射料+注射済票）

5月 ８日（火）

5月 ９日（水）

5月10日（木）

5月15日（火）

5月16日（水）

5月17日（木）

5月20日（日）

水道事務所前駐車場

竜 王 4 区 公 会 堂

竜王新町下公民館

竜王東児童センター駐車場

働 く 婦 人 の 家

榎 公 民 館

竜 王 南 部 公 民 館

竜 王 中 部 公 民 館

玉川東区集落集会所

竜王スポーツセンター

八幡新田1区公民館

玉 川 西 区 公 会 堂

市 役 所 本 館 前

竜 王 南 部 公 民 館

場 　 所実 施 日

犬

申
請
者

☆

■平成24年度 登録・予防集合注射日程表

☆朗読処「おきらく亭」
日時　４月19日（木）
　　　午後１時30分～
場所　竜王図書館２階会議室
メニュー　『花盗人』より「寝言」
　　　乃南アサ 著
　　　『太陽と毒ぐも』より「糧」
　　　角田光代 著 他
板前　ねの会
助っ人板前　あやの会 他

☆第 54回子ども読書週間
　　　　～君と未来をつなぐ本～
　4月 23日から５月 12日までの
約３週間は「子ども読書週間」です。
　子どもによい本をすすめ、読書の
楽しみや喜びを知らせ、正しい読書
習慣を身に付けるのによい機会です。
　大人にとっても、子どもの読書
がいかに大切なことかを考える機
会でもあり
ます。
　ぜひ、ご
家族おそろ
いで図書館
にお出かけ
ください。

☆子ども読書週間イベント
「おはなしの世界を旅する
　　　　　　　スタンプラリー」
対象　幼児・小学生
日時　５月１日（火）～ 30日（水）
場所　竜王図書館児童コーナー
内容　いろいろな本を読んですて
　　　きなプレゼントをもらおう。

「春風にのって
　チビッコあつまれGO！GO！」
対象　幼児・小学生
日時　５月６日（日）午後 2時～
場所　竜王図書館２階視聴覚室
内容　手袋人形、おはなし、パネル
　　　シアター、劇など
出演　アリスの部屋、ききみみず
　　　きんおはなしの会、パペッ
　　　トサークル「風」、職員

おすすめの本

女優の母と、さむらい
の幽霊の草之丞が恋を
して生まれたのが僕。
中学生になった僕は、
初めて草之丞に対面す
るのですが…。ちょっ
ぴり切ない、大人の恋
の物語です。

「ちいさくなったパパ」
　ウルフ・スタルク /作　菱木晃子 / 訳　
　はたこうしろう / 絵　小峰書店　1999 年

図書館
へ行こう
Let’s Go to the Library

■  竜王図書館…☎055(278)0811
■  敷島図書館…☎055(277)9955
■  双葉図書館…☎0551(20)3669

開館時間
●平日：午前 10時～午後７時　　●土・日・祝日：午前９時～午後５時
4 月のおやすみ　P16・P17 のカレンダーをご覧ください。

一般書

児童書

４月のイベント

「草之丞の話」
　江國香織 / 文　飯野和好 / 絵　
　旬報社　2001 年

会場 イベント名 開催日 時間 対象

竜王図書館

こぐまちゃんのおへや  12日（木）
 26日（木） 

午前10時15分～ ５か月児～
午前11時～ 1歳６か月児～

しろくまちゃんのおへや 14日（土） 
28日（土）午前10時30分～ 幼児・小学生

キッズぷらねっと  7日（土）
21日（土）午前10時30分～ 小学生

敷島図書館

らいおんちゃんのゆりかご  5日（木）
19日（木）午前10時30分～ ５か月児～

らいおんちゃんのへや  5日（木）
19日（木）午前11時10分～ 1歳６か月児～

らいおんちゃんのおうち  7日（土）
21日（土）午後２時～ 幼児・小学生

双葉図書館
おはなしのとびら 12日（木）午前11時～ 乳幼児

ふうせん劇場 14日（土）
28日（土）午前11時～ 幼児・小学生

 双葉ふれあい
 文化館視聴覚室

上映会
『クラバート 闇の魔法学校』21日（土）午後1時30分～

児童
（先着 50人）

 竜王図書館２階    
 視聴覚室 上映会『ブタがいた教室』 22日（日）午後1時30分～ 一般

（先着 182人）

流れ星にお願いして、
一日だけ子どもに戻っ
たパパ。パパとは気づ
いていない息子のトー
マスと友だちになって
夢中で遊びますが…。
子どもの心を思い出せ
る素敵な一冊です。

図書館トピックス
 ジャズコンサート

「BIG BAND JAZZ NIGHT」
　竜王図書館において、早稲田大学ハイ・ソサエティ・

オーケストラ 16 人
によるジャズコン
サートが行われまし
た。当日は160人が
ビッグバンドジャズ
のダイナミックで迫
力あるライブ演奏を
堪能しました。

　小中高生向朗読講座の受講生と双葉図書館朗読ボ
ランティアみどり
の風による朗読会
が双葉ふれあい文
化館で行われまし
た。小中学生の可
愛らしい朗読に会
場から温かい拍手
が送られました。

３３ ４３
 双葉図書館本の祭典
　「みどりの風の朗読会」
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●総合健診について（特定健診含む）
　保険加入者で、40歳～74歳の人には特定健診・
保健指導が保険者に義務付けられています。特定健
診とはメタボリックシンドロームの予防に力を入れた
健診体制です。
　保健指導については健診結果に基づいて、メタボ
リックシンドロームの予防に関する生活習慣を見直
し、改善していくために行われます。
　詳しくは、次の予定で今後各世帯に発送される「健診
受診調査及び総合健診申込書」の案内をご覧ください。
※年齢（加入医療保険の種類）に応じて「健診受診調査
及び総合健診申込書」が異なります。世帯によっては
２部送付される場合があります。
※社会保険（本人）は市の健診・人間ドックは対象外と
なります。また、社会保険扶養家族の人であっても
加入医療保険の種類によっては、市の総合健診・人
間ドックが受けられない場合があります。詳しくは
加入医療保険者にお問い合わせください。

※総合健診と人間ドックの併用はできません。

申込対象者 地区
「健診受診者及び
総合健診申込書」
送付時期

健診セット
発 送 時 期

総合健診
時　　期

前
期

●国民健康保
　険の人
●社会保険扶
　養家族で
　20～39
　歳の人
●後期高齢者
　保険の人

竜王地区①
送付済

4月下旬 ５月

竜王地区② 5月中旬 ６月

敷島地区 ４月上旬 6月下旬 ７月～
　８月

双葉地区 ５月中旬 7月下旬 ８月～
　９月

後
期
 ●社会保険扶
　養家族で40
　～74歳の人

前期に同じ 9月下旬 10月～
11月

竜王①：竜王１区～４区、上篠原区、古村区、新居区、
富竹新田１区～４区、竜王新町１区～７区、
竜王仲町区、名取区

竜王②：上記地区以外
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、敷島・双葉支所各地域課

●人間ドック受診申し込み
申込期間　４月９日（月）～18日（水）
対　　象　40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
受診期間　12月31日まで
申込方法　 指定医療機関から希望する医療機関を選

び、申請してください。その場で受診券
を発行します。（総合健診申込書とは別に
申請が必要です。）受診券発行後、ご本人
から医療機関へ予約をしていただきます。

持 ち 物　 健康保険証、印鑑、社会保険扶養の人
は保険者から発行される特定健診受診券
（交付方法などは加入医療保険者にお問
い合わせください。）

補 助 金　 市では、年齢・検査項目により次のとおり
金額を補助します。

指定医療機関
●社会保険山梨病院健康管理センター　●甲府共立
病院総合健診センター　●甲府市医師会健康管理セ
ンター　●山梨県厚生農業協同組合連合会健康管
理センター　●中沢クリニック　●竜王リハビリテー
ション病院　●竜王共立診療所　●赤坂台病院
●双葉クリニック　●石和温泉病院クアハウス石和
●甲府城南病院　●医療法人康麗会笛吹中央病院
※ 申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受け付
けしますが、予約状況により希望する医療機関で
受けられないこともあります。早めに申請をして予
約することをおすすめします。
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、敷島・双葉支所各地域課

●在宅介護者座談会
　～日頃の悩みや体験を話してみませんか～
日　　時　４月19日（木）　午前10時～11時30分
場　　所　竜王保健福祉センター
対　　象　市内在住の在宅で高齢者を介護している人
内　　容　 介護者同士の情報交換、交流
参 加 料　 無料
■申し込み・問い合わせは…市社会福祉協議会竜王支所

健康　 保健健康　 保健
だより

Healthy Life
＆

Health Care

■健康増進課（本館1階） ☎ 055（278）1694
■敷島支所地域課（敷島庁舎1階） ☎ 055（277）3113
■双葉支所地域課（双葉庁舎1階） ☎ 0551（20）3651
■長寿推進課（新館１階） ☎ 055（278）1693
■敷島保健福祉センター（月曜休館） ☎ 055（277）7311
■市社会福祉協議会竜王支所 ☎ 055（279）1112

問
い
合
わ
せ
一
覧

内容・区分 40～74歳の人 75歳以上
（健診受診日の年齢）の人

①　 基本健診（特定健診含
む）のみ受けた場合 22,000円 30,000円

②　 ①に加え前立腺がん検
査を受けた場合 23,000円 31,000円

③　 ①に加え子宮がん検査
または乳がん検査（マン
モグラフィー検査）どち
らかを受けた場合

24,000円 32,000円

④　 ①に加え子宮がん検査
と乳がん検査（マンモグ
ラフィー検査）の両方を
受けた場合

25,000円 33,000円

● 甲斐市国民健康保険に加入している人は、さらに特定健
診分として国保から8,000円補助があります。

● 甲斐市国民健康保険以外の保険に加入している人は、各保
険者により補助金額が異なります。（詳しくは加入されて
る保険者にお問い合わせください。）

● 自己負担金は実際に検査にかかった金額から、市の補助金
と保険者の補助金を差し引いた分の金額になります。

●個別運動指導・軽運動教室
　敷島保健福祉センター内軽運動室と歩行浴プール
を利用して、楽しく健康づくりを始めてみませんか。
　指導・教室ともに受講料は無料ですが、１回につき
施設利用料200円が必要となります。（68歳以上の
人は150円となります。）

軽運動室　運動プログラム作成（個別運動指導）

日　　時　４月13日・27日
　　　　　毎回金曜日　午後２時30分～４時30分
申込方法　予約制ですので希望日をご連絡ください。

軽運動教室

日　　時　 ４月20日（金）午後２時30分～３時
　　　　　　　　　　　  午後３時30分～４時の２回
対　　象　市内在住の20歳以上の人
定　　員　各５人
内　　容　バランスボールを使ってリズム体操
申込方法　 ４月５日（木）から電話受付または軽運動

室で直接受付（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…敷島保健福祉センター

●敷島保健福祉センターについて
　敷島保健福祉センターには、志麻の湯の温泉を利用
した歩行浴プールやランニングマシンなどを利用でき
る軽運動室が併設してありますので、ご利用ください。
利用時間　 午前９時～午後９時
　　　　　（入場受付は、午後８時15分まで）

対　　象　 20歳以上
利用料金　 市内　68歳以上 150円
　　　　　　　　68歳未満 200円
　　　　　市外 400円
　　　　　障害者手帳持参者 50円
■問い合わせは…敷島保健福祉センター

●平成24年度子宮頸がんワクチン予防接種について
　これまで国の「子宮頸がんなどワクチン接種緊急促
進事業」として子宮頸がんワクチンの全額助成を実施
してきましたが、平成24年度も引き続き次の対象で
実施します。助成を受けるためには健康増進課または
敷島・双葉支所各地域課で申請してください。（持ち物：
母子健康手帳・印鑑）
対　　象　 13歳～16歳（中学１年生～高校１年生）と

なる女子。
※17歳（高校２年生）となる女子について
は、平成23年度に本事業の助成を受
け接種している場合に対象となります。

助成期日　 平成25年３月31日まで
※これまでに接種券の発行を受けた人で、
引き続きの接種において接種券が不足
する人は追加分の申請をしてください。
また、お手元に残っている接種券の有
効期日は、平成24年３月31日までと
なっていますが、引き続き平成25年３
月31日まで使用可能です。

■問い合わせは…健康増進課、敷島・双葉支所各地域課

この見開きページは左ページからお読みください
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母子健康手帳の発行
日時　午前８時 30分
　　　～午後５時 15分（平日のみ）
場所　健康増進課、敷島・双葉支
　　　所各地域課
持ち物　印鑑
※妊娠中の心配事がありましたら 
　お気軽にご相談ください。
■問い合わせは…
健康増進課、敷島・双葉支所各地域課

マタニティクラス・ママパパクラス
開催場所　敷島保健福祉センター
「第１課　妊婦中の生活・
　　　　　　妊婦体操について」
日時　４月９日（月） 
　　　午前９時 30分～正午
対象　市内在住の５か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、バスタオル
※体操のできる服装で参加ください。

「第２課　母乳について」
日時　４月 23日（月）
　　　午前９時 30分～正午
対象　市内在住の５か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳

「第３課　歯科・栄養について」
日時　５月７日（月）
　　　午前９時 30分～正午
対象　市内在住の５か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、
　　　　エプロン、三角巾

「ママパパクラス」
日時　４月 17日（火）
　　　午後７時～９時
対象　市内在住の７か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
　　 （ない人は当日配布します）
※それぞれ申し込みが必要となり 
　ますので、開催日の４日前まで
　にご連絡ください。
■申し込み・問い合わせは…
健康増進課、敷島・双葉支所各地域課

 竜王子育てひろば
「ドラひろば」
　親子で楽しめる手遊び、読み聞
かせ、紙芝居を行います。
日程　毎週金曜日
　　　午前 10時 30分～ 11時
対象　０歳～３歳の親子

パパDOひろば
「おしゃべりタイム・スイーツデコ」
　空きビンを使って、おしゃれで可
愛いインテリアにもなるスイーツデ
コを作りましょう。
日時　４月 21日（土）
　　　午前10時 30分～11時 30分
対象　０歳～３歳の親子
参加料　300 円
持ち物　空きビン
■問い合わせは…竜王子育てひろば

 敷島子育てひろば
「ぽけっとひろば」と「自由あそび」
　童謡や絵本の読み聞かせ、わら
べうたなどのふれあい遊びを親子
で楽しみましょう。
日程　4月18日（水）・25日（水）・
　　　26日（木）
　　　午前 10時 30分～正午
対象　０歳～３歳の親子
　
子育て相談
　保育園・児童館の情報提供、育
児相談を行っています。
（日・月曜日、祝日休館）
 子育て相談専用電話　
　☎ 055（277）1260
■問い合わせは…敷島子育てひろば

『市ファミリーサポートセンター』は、
4 月から敷島総合文化会館１階事務
室内に一時移転します。また、『敷
島子育てひろば』は、イベントのみ
敷島総合文化会館和室で行います。

 離乳食（前期・後期）教室
　離乳食の進め方を学び、みんな
で情報交換できる教室です。
◆前期対象

日時　４月 23日（月）
　　　午後１時30分～4時
対象　平成 23年 10月生まれ
場所　竜王保健福祉センター
◆後期対象
日時　５月 14日（月）
　　　午後１時30分～4時
対象　平成 23年７月生まれ
場所　敷島保健福祉センター
※申し込みが必要となりますので、
　事前にご連絡ください。　
■申し込み・問い合わせは…
健康増進課、敷島・双葉支所各地域課

 子育てサロン“クローバー”
　親子の交流や情報交換を兼ね、
楽しいひとときを過ごしませんか。
日時　４月 18日（水）
　　　午前10時～正午
場所　敷島保健福祉センター
内容　歌と手遊び
定員　20組（定員になり次第締切）
対象　未就園児と保護者
参加料　無料
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会敷島本所

 子育て支援センター「ヤンチャリカ」 
　参加無料、未就園児と保護者が
対象です。
「春のドラゴンパークをお散歩しよう」
日時　４月19日（木）※雨天中止
　　   午前 10時 30分～
集合場所　ドラゴンパーク管理棟
申込方法　当日、集合場所にて

「ふわふわシャボン玉でたのしもう」
日時　４月23日（月）※雨天中止
　　   午前 10時 30分～
集合場所　ドラゴンパーク管理棟
申込方法　当日、集合場所にて

「親子で一緒にふれあいあそび」
日時　４月 26日（木）午前 10時～
場所　働く婦人の家（万才761番地）
定員　40組（完全予約制）
申込方法　４月６日（金）
　午前９時 30分から電話受付
　（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…
　光保育園（下今井2374番地1）
　☎ 0551（28）1566

● 乳幼児健診（日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。）

● 予防接種を受けましょう
　予防接種で予防できる病気もあります。決められた年齢、接種間隔でしっかり予防接種を受け、お子さんを病
気から守りましょう。予防接種当日は、必ず保護者同伴で接種を行ってください。

すくすく
　   子育て
すくすく
　   子育て

information

対象 予防接種の種類 特記事項 実施場所 持ち物 接種料金

乳幼児
ＢＣＧ、三種（二種）混合、
麻しん風しん混合第 1期、
日本脳炎

指定医療機関
※指定医療機関以
外の主治医のもと
で接種を希望され
る場合は、お問い
合わせください。

母子健康
手帳
保険証
予診票

無料
※決められた年齢
以外での接種や、
接種間隔を過ぎ
ての接種について
は、自己負担とな
りますので注意し
ましょう。

年長児 麻しん風しん混合第 2 期

小学 4 年生 日本脳炎第 2 期

小学 6 年生 二種混合

中学 1年生 麻しん風しん混合第 3 期 ※第３・４期に限り、保護者が同伴できな
い場合、保護者が予診票についている同意
書に署名することで接種可能です。高校３年生 麻しん風しん混合第 4 期

内容 実施月日 受付時間 対象地区 実施場所 持ち物

４か月児健診
【H23.12 月生】

４月17日（火）

  午後１時 10 分～
  　　１時 30 分

 ※午前中の受付は  
 　致しません

敷島・双葉 双葉保健福祉センター 母子健康手帳、バスタ
オル、保険証、印鑑４月25日（水） 竜王 竜王保健福祉センター

１１か月児健診
【H23.４月生】

４月20 日（金） 敷島・双葉 敷島保健福祉センター

母子健康手帳、バスタ
オル、保険証、印鑑、
送付の問診票、普段使
用している歯ブラシ

４月26 日（木） 竜王 竜王保健福祉センター

１歳６か月児健診
【H22.９月生】

  ４月　6日（金） 敷島・双葉 双葉保健福祉センター
４月10 日（火） 竜王 竜王保健福祉センター

２歳児健診
【H21.12 月生】

４月12日（木） 竜王 竜王保健福祉センター
４月18 日（水） 敷島・双葉 双葉保健福祉センター

３歳児健診
【H20.10 月生】

４月11日（水） 敷島・双葉 敷島保健福祉センター
４月19 日（木） 竜王 竜王保健福祉センター

３歳児視聴覚・尿検査
　再検査日

４月11日（水） 午後３時 30 分～
   ４時 30 分

敷島保健福祉センター 母子健康手帳、健診時
に配布した再検査用紙４月19 日（木） 竜王保健福祉センター

マタニティー 子育て

保健

■問い合わせは…健康増進課、敷島・双葉支所各地域課

●ポリオ予防接種について（※日程、月齢があわない場合は、他の会場で受けることもできます。）
対象 実施日 対象地区（月齢） 場所 受付時間 持ち物

乳幼児

5月11日（金）竜王（３か月～ 10か月児） 竜王保健福祉センター 午後１時 30分～２時 30分

母子健康手帳
予診票

※予診票がない
場合、会場にも用
意してあります。

5月15日（火）敷島（11か月～７歳 6か月未満児）敷島保健福祉センター 午後１時～１時 50分 
5月24日（木）敷島（３か月～ 10か月児） 敷島保健福祉センター 午後１時～１時 50分
5月29日（火）竜王（11か月～７歳 6か月未満児）竜王保健福祉センター 午後１時 30分～２時 30分
6月  7日（木）双葉（３か月～７歳 6か月未満児） 敷島保健福祉センター 午後１時 30分～２時 30分
6月12日（火）敷島（３か月～７歳 6か月未満児） 敷島保健福祉センター 午後１時～１時 50分
6月14日（木）竜王（３か月～７歳 6か月未満児） 竜王保健福祉センター 午後１時 30分～２時 30分

●平成24年度  ヒブワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチン予防接種について
　市では、国の子宮頸がんなどワクチン接種緊急促進事業として、ヒブワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチン
の全額助成事業を平成24年度も引き続き次のとおり実施します。助成を受けるためには、健康増進課または敷島・
双葉支所各地域課で申請してください。
対　象　２か月以上～５歳未満児
期　日　平成 25年３月 31日まで
持ち物　母子健康手帳・印鑑
※これまでに接種券の発行を受けた人で、引き続きの接種において接種券が不足する人は追加分の申請をしてく 
ださい。また、お手元に残っている接種券の有効期限は、平成 24年３月 31日までとなっていますが、引き続
き平成 25年３月 31日まで使用可能です。

お
問
い
合
わ
せ
一
覧

■健康増進課（本館１階）  　                ☎055（278）1694
■子育て支援課（新館１階）      ☎055（278）1692
■敷島支所地域課（敷島庁舎１階）      ☎055（277）3113
■双葉支所地域課（双葉庁舎１階）      ☎0551（20）3651
■市社会福祉協議会敷島本所       ☎055（277）1122
■竜王子育てひろば（竜王東児童センター2階）   ☎055（278）１１２0
■敷島子育てひろば（敷島総合文化会館１階）  　 ☎055（277）1762

　　

【市内指定医療機関】
林野医院・竜王リハビリテーション病院・清水内科循環器科・中沢クリニック・杉田小児科医院・芦沢内科小児科医院・
竜王レディースクリニック・竜王共立診療所・保坂メディカルクリニック・三枝病院・三井小児科医院・大久保医院・
小山医院・敷島クリニック・大沢医院・大房整形外科眼科医院・桜こどもクリニック・中島医院・双葉クリニック・
響が丘整形外科・ふたば内科消化器科医院

この見開きページは左ページからお読みください
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行

政

相

談

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
情
報

市
奨
学
金
の
貸
付

　

優
秀
な
生
徒
で
あ
っ
て
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
高
校
や
大
学
で
の
修
学

が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
奨
学
金
の

貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
申
請
書
類
を
揃
え
て
教

育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
奨
学
生
の
認
定
に
つ
い

て
は
、
奨
学
生
選
考
委
員
会
の
選

考
に
よ
り
認
定
者
を
決
定
し
ま
す
。

対
象
要
件

①
学
費
な
ど
の
支
払
が
困
難
で
あ

る
こ
と（
所
得
基
準
有
り
）

②
他
の
制
度
に
よ
る
奨
学
資
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
等

貸
付
金
額

　

大
学
在
学
者
…
月
額
２
万
円

　

高
校
在
学
者
…
月
額
１
万
円

貸
付
期
間

　

大
学
…
最
高
４
年

　

高
校
…
最
高
３
年

貸
付
利
率　

無
利
子

返
還
方
法　

貸
付
期
間
終
了
月
の

　

翌
月
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を

　

経
過
し
た
後
10
年
以
内

申
請
期
限　

　

４
月
2
日（
月
）〜
27
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

教
育
総
務
課　

新

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
５

高
齢
者
福
祉
基
礎
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

高
齢
者
福
祉
基
礎
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
高
齢
者
世
帯
の

実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
高
齢
者

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
地
区
民
生

委
員
に
お
願
い
し
て
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間　

４
月
中

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

長
寿
推
進
課　

新

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
３

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
税
を
算
定
す
る
基
礎

と
な
る「
課
税
台
帳
」が
無
料
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人

・ 

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者（
所

　

有
者
）

・
納
税
義
務
者（
所
有
者
）と
同
居

　

の
親
族

・
納
税
管
理
人

・
納
税
義
務
者（
所
有
者
）の
同
意

　

ま
た
は
委
任
を
受
け
た
人（
納

　

税
義
務
者
の
委
任
状
が
必
要
）

・
借
地
人
・
借
家
任（
賃
貸
に
か
か

　

る
資
産
の
み
閲
覧
可
能
で
、
当

　

該
資
産
を
借
り
て
い
る
こ
と
が

　

わ
か
る
契
約
書
等
が
必
要
）

土
地
・
家
屋
価
格
等
の

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　　

土
地
・
家
屋
の
所
在
、
面
積
、

評
価
額
等
を
確
認
で
き
る「
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」、「
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」が
無
料
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
有
す
る
課
税
対
象

資
産
が
土
地
、
家
屋
の
ど
ち
ら
か

の
場
合
、
そ
の
資
産
の
帳
簿
以
外

は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

記
載
内
容

◎
土
地（
土
地
の
所
在
、
地
目
、
地

　

積
、
評
価
額
）

◎
家
屋（
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番

　

号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

　

評
価
額
）

縦
覧
で
き
る
人

・ 

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者（
所

　

有
者
）

・
納
税
義
務
者（
所
有
者
）と
同
居

　

の
親
族

・
納
税
管
理
人

・
納
税
義
務
者（
所
有
者
）の
同
意

　

ま
た
は
委
任
を
受
け
た
人（
納
税

　

義
務
者
の
委
任
状
が
必
要
）

閲
覧
・
縦
覧
期
間

　

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

閲
覧
・
縦
覧
場
所　

税
務
課

※
閲
覧
・
縦
覧
の
際
は
、
請
求
者

　

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

　

る
た
め
、
免
許
証
等
の
身
分
証

　

明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

税
務
課　

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
３

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
新
規
指
定
店

（
株
）ク
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

　
（
中
央
市
西
花
輪
４
３
７
７
）

   

☎
０
５
５（
２
７
４
）６
２
８
８

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

下
水
道
課　

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
０

水
道
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

蛇
口
や
パ
ッ
キ
ン
・
節
水
コ
マ

の
取
替
え
な
ど
の
軽
微
な
修
繕
・

改
造
は
工
事
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
新
築
・
改
築
・
取
り

壊
し
に
よ
る
撤
去
な
ど
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
漏
水
修
理
に
伴
い
一
部

水
道
使
用
料
の
減
免
措
置
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

上
水
道
課

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）０
７
３
４

行

政

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動

届
は
お
済
み
で
す
か

　　

国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
健

康
保
険
な
ど
と
違
い
、
就
職
や
退

職
な
ど
の
事
由
で
加
入
・
脱
退
す

る
場
合
は
、
加
入
者
自
ら
が
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

就
職
し
た
と
き
は
…　

　　

就
職
し
て
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
場
合
や
、
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
場
合
は
資

格
喪
失
の
届
出
が
必
要
で
す
。

持
ち
物　

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

　

新
し
く
交
付
さ
れ
た
健
康
保
険

　

被
保
険
者
証
、 

印
鑑

退
職
し
た
と
き
は
…

　　

退
職
し
て
健
康
保
険
の
資
格
を

喪
失
し
た
場
合
や
、
健
康
保
険
の

任
意
継
続
を
喪
失
し
た
場
合
、
ま

た
は
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら

外
れ
た
場
合
は
、
資
格
取
得
の
届

出
が
必
要
で
す
。

持
ち
物　

健
康
保
険
資
格
喪
失
証

　

明
書（
退
職
し
た
日
が
確
認
で

　

き
る
も
の
）、
印
鑑

修
学
中
の
学
生
に
関
す
る

被
保
険
者
の
特
例

　　

扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
が
市
外

で
修
学
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
親
の
健
康
保
険
の
扶
養
を
受
け

た
ま
ま
、
遠
隔
地
に
居
住
す
る
子

ど
も
が
使
用
す
る
た
め
の
保
険
証

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物　

　

国
民
健
康
保
険
証
、
在
学
証
明

　

書（
学
生
証
ま
た
は
合
格
通
知
等

　

も
可
能
）、
印
鑑

※
学
生
証
ま
た
は
合
格
通
知
等
で

　

受
付
し
た
場
合
は
、
後
日
在
学

　

証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
先　

保
険
課
ま
た
は
敷
島
・

　

双
葉
支
所
各
市
民
課

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課　

新

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
５

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
４
、９
８
０
円（
前
年
度
よ

り
40
円
減
額
）で
す
。
納
付
書
は
４

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
口

座
振
替
な
ど
も
選
択
で
き
ま
す
。

　

前
納
に
よ
る
割
引
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

付
加
年
金
に
つ
い
て

　　

付
加
年
金
は
、
定
額
保
険
料
に

付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付

す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

付
加
保
険
料
は
月
額
４
０
０
円

で
、
申
し
込
み
を
し
た
月
の
分
か

ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付

加
保
険
料
納
付
月
数
に
２
０
０
円

を
乗
じ
た
額（
年
額
）を
加
算
し
て

支
給
さ
れ
、
将
来
の
年
金
の
受
給

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

　

る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

竜
王
年
金
事
務
所
、
保

　

険
課
ま
た
は
敷
島　
・
双
葉
支
所

　

各
市
民
課
、

持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

　

年
金
番
号
の
記
入
の
あ
る
書
類
、

　

印
鑑
、
免
許
証
等
の
身
分
証
明
証

平
成　

年
度
に
申
請
免
除
を

受
け
て
い
る
人
は
…

◎
全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

　

６
月
分
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は

　

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
と
な
る

　

た
め
、
７
月
上
旬
に
７
月
分
か

　

ら
平
成
25
年
３
月
分
ま
で
の
納

　

付
書
を
送
付
し
ま
す
。　

◎
一
部
免
除（
一
部
納
付
）

　

6
月
分
ま
で
一
部
免
除
期
間
の

　

た
め
、
４
月
上
旬
に
４
月
分
か

　

ら
６
月
分
ま
で
の
一
部
納
付
分

　

の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。な
お
、

　

７
月
上
旬
に
７
月
分
か
ら
平
成

　

25
年
3
月
分
ま
で
の
全
額
分
の

　

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
る
人
は
…

　

３
月
分
ま
で
は
学
生
納
付
特
例

期
間
と
な
る
た
め
、
４
月
上
旬
に

４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
分
ま
で

の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希

　

望
す
る
人
で
日
本
年
金
機
構
か

　

ら
ハ
ガ
キ
の
申
請
書
が
送
付
さ

　

れ
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

　

の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
年
金
事
務
所　

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
１
０
０

　

保
険
課　

新　

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
５

平
成　

年
度
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
助
成
制
度

　

重
度
心
身
障
が
い
者（
児
）等
が

通
常
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
タ
ク
シ
ー
等

を
利
用
す
る
場
合
に
そ
の
料
金
の

一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
、
４
月

か
ら
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

対
象

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
２
級
、

　

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
保
健
福
祉

　

手
帳
１
〜
２
級
に
該
当
す
る
人

・
山
梨
県
介
護
慰
労
金
の
支
給
を

　

受
け
て
い
る
人
に
介
護
さ
れ
て

　

い
る
人
で
、
所
得
税
非
課
税
世

　

帯
に
属
す
る
人

対
象
外

・
本
人
ま
た
は
家
族
が
、
自
動
車

税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

お
よ
び
自
動
車
燃
料
費
助
成
を

受
け
て
い
る
人

・
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
保
険
施

設
等
に
入
所
し
て
い
る
人

※
３
月
に
該
当
者
へ
通
知
を
発
送
し

ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な
い
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
福
祉
課　

新

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
・
進
学
等

祝
金
支
給
に
つ
い
て

　　

４
月
に
高
校
進
学
ま
た
は
中
学

校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
す
る
子
が

い
る
所
得
税
非
課
税
の
ひ
と
り
親

家
庭
に
、
市
か
ら
祝
金
と
し
て

２
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
敷
島
・
双
葉
支
所
各
地
域
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

４
月
27
日（
金
）

※
期
限
厳
守

※
郵
送
申
請
可（
期
限
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

子
育
て
支
援
課　

新

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
２

情
報
ひ
ろ
ば

24

相

談

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
情
報

病児・病後児保育の利用登録について病児・病後児保育の利用登録について

　病児・病後児保育の平成24年度利用登録を受け付けて
います。これは、子どもが病気や病気回復期により集団
保育が困難である時に、保護者
の就労等により自宅で保育でき
ない場合、クローバー保育園（竜
王新町2117－3）において一時
的に児童を預かる事業です。

申込受付　
　利用希望者は登録申請書に必要事項を記入し、子育て支
　援課または敷島・双葉支所各地域課に提出してください。
※登録申請書は、子育て支援課または敷島・双葉支所各
　地域課において配布しているほか、市ホームページか
　らダウンロードすることもできます。

■申し込み・問い合わせは…子育て支援課（新館１階）　
　☎055（278）1692
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本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

統
計
調
査
員
募
集

　

各
種
統
計
調
査
に
従
事
す
る
統

計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容　

各
種
統
計
調
査
で
調

査
票
の
配
布
や
回
収
、整
理
な
ど

募
集
期
間　

随
時

登
録
要
件　

・
20
歳
以
上
で
市
内
で
の
調
査
活

　

動
が
で
き
る
健
康
な
人

・
調
査
で
知
り
得
た
事
な
ど
、
秘

　

密
の
保
護
が
で
き
る
人

・
警
察
、
選
挙
、
税
務
事
務
に
従

　

事
し
て
い
な
い
人

・
平
日
に
開
催
さ
れ
る
説
明
会
等

に
参
加
で
き
る
人

申
込
受
付　

指
定
の
調
査
員
登
録

カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し

本
人
が
企
画
財
政
課
窓
口
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
カ
ー

ド
は
企
画
財
政
課
ま
た
は
敷

島
・
双
葉
支
所
各
市
民
課
に
あ

り
ま
す
。
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

企
画
財
政
課　

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
２

平
成　

年
度
甲
斐
国
際

交
流
協
会
入
会
者
募
集

　

甲
斐
国
際
交
流
協
会
は
、
国
際

交
流
に
興
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集

ま
り
、
日
本
語
・
中
国
語
教
室
、

地
域
交
流
会
の
開
催
な
ど
市
民
レ

ベ
ル
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。         

  

国
際
経
験
豊
か
な
人
や
興
味
の

あ
る
人
な
ど
、
大
勢
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　

　

個
人
会
員　
　
　

２
、０
０
０
円

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員　
４
、０
０
０
円

　

賛
助
会
員　
　

１
０
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
斐
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
㈱
中
村
建
設
内
）

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）３
５
５
９

障
が
い
者
等
相
談
支
援
事
業

　　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や

そ
の
家
族
・
介
護
者
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や

助
言
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
や
権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
機
関

・
社
会
福
祉
法
人
ぎ
ん
が
福
祉
会

　

び
ゅ
ー（
竜
王
２
６
７

－

３
）

　

☎
０
９
０（
３
１
４
０
）０
１
８
８

・
社
会
福
祉
法
人
三
井
福
祉
会
ア

　

ン
ダ
ン
テ（
牛
句
２
０
２
９

－

２
）

　

☎
０
８
０（
１
３
３
４
）１
８
７
７

※
相
談
員
と
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合

　

は
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
福
祉
課　

新

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

　
　

０
５
５（
２
７
６
）２
１
１
３

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
は
、

甲
府
駅
北
口
の
甲
府
合
同
庁
舎
に

移
転
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
多
重

債
務
相
談
窓
口
を
無
料
で
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日

　

を
除
く
）

　

①
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

　

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

　
（
甲
府
市
丸
の
内
１

－

１

－

18

　

甲
府
合
同
庁
舎
８
階
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

　

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
５
５（
２
５
３
）２
２
６
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
北
部
公
民
館

展
示　

パ
ス
テ
ル
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

　
　
　

の
会（
パ
ス
テ
ル
画
）

日
程　

　

４
月
12
日（
木
）〜
５
月
８
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
北
部
公
民
館

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）７
５
１
１

竜
王
中
部
公
民
館

展
示　

和
ら
ぎ
会（
ち
ぎ
り
絵
）

日
程　

　

４
月
５
日（
木
）〜
６
月
21
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
中
部
公
民
館

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）５
７
８
２

●ふれあいロビーコンサート
　～小唄にふれあってみましょう～
日　時　５月12日（土）　午後２時開演
出　演　堀  小い幸さん
　　　　粋の会
料　金　無料  

●宮沢和史コンサート「寄り道四十七次～花鳥風月～」
日　時　６月16日（土）　
　　　　午後４時開演
料　金　4,500円（全席指定）
※小学生以下は入場不可。
★チケット発売中。

●ファミリーコンサート「音楽の絵本～アミーゴ～」
日　時　６月17日（日）　
　　　　午後２時開演
料　金　1,500円（全席指定）
※２歳以下は無料。ただし座席
　使用の場合は有料。
※チケットは４月５日（木）午前
　10時から販売開始。

＜チケット取扱所＞
　双葉ふれあい文化館、澤田屋双葉店、敷島総合文化会館、
　竜王北部公民館、コラニー文化ホール
※ファミリーコンサートについては、竜王中部公民館、竜王
　南部公民館でも取り扱います。

■申し込み・問い合わせは…双葉ふれあい文化館事務室
　☎0551（20）3660

双葉ふれあい文化館だより
行

政

●公民館ふれあい講座
■受付開始…４月６日（金）午前９時から電話にて受付（定員になり次第締切）　■受講料…無料（教材費実費）
■受講対象…市内在住者および市内に勤務している18歳以上の人
◇竜王北部公民館　■申し込み・問い合わせは…☎055（276）7511

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

 川柳入門講座
（講師：望月孝美）

川柳の作り方を基本から学びま
す。川柳を通して新しい自分に出
会いませんか。

15人
4月26日～ 7月26日の第2・4
木曜日【全7回】
午後1時30分～ 3時30分

無料 /筆記用具

野草に学ぶ健康生活
（講師：標ヒロ）

身近な野草の効用を知り、暮らし
の中に活かして、より健康になる
方法を学びます。

20人
4月27日、5月11日・25日、
6月8日の金曜日【全4回】
午前10時～正午

1,500 円 / 筆記用具

◇竜王中部公民館　■申し込み・問い合わせは…☎055（276）5782
講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

からだを考える教室
（講師：石原政文）

整体による健康法の学習と体操を
組み合わせた教室です。 20人

4月26日～ 7月5日の木曜日
※5月3日を除く。【全10回】
午後1時30分～ 3時

無料 / 飲み物、運動の
できる服装、筆記用具

陶芸教室
（講師：渡辺公男）

自分らしさを形と色で表現し、創
作を楽しみませんか。 20人

5月1日～10月16日の第1・3火
曜日※6月19日、9月18日を除く。
【全10回】午前9時30分～11時30分

4,000円 /エプロン、古
いタオル 2枚

◇双葉公民館　■申し込み・問い合わせは…☎0551（20）3666
講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

  郷土料理教室
（講師：伊藤征雄）

鳥もつ煮・ほうとう・そば作りを
各１回ずつ作り、自宅でできるプ
ロの味、作り方を学びます。

16人
4月24日、5月15日・29日の
火曜日【全3回】
午後2時～ 4時

1,500 円 / 三角巾、エ
プロン、

  寄せ植え教室
（講師：渡辺ひさ子）

春のやさしい色使いの寄せ植えを
楽しみましょう。 15人 4月25日（水）午前10時～正午

1,500 円 / ス コ ッ プ、
ペットボトル、手袋、
割り箸

  琴を奏でましょう
（講師：上野妙声）

日本の楽器「琴」をいっしょに奏で
てみませんか。 10人

5月8日～ 9月25日の第2・4
火曜日（8月は第１・４火曜日）
【全10回】午後1時30分～ 3時

無料 /なし（琴と備品は
公民館で用意します。）

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

お茶の間クラシック
（講師：濃野史比己）

おなじみのクラシックの名曲を、
講師のお話とクイズで楽しく学び
ます。

30人
4月26日～ 8月23日の第4木
曜日【全5回】
午後1時30分～3時30分

無料 /筆記用具

暮らしを楽しむ
ハーブ教室

（講師：輿石睦子）

ハーブの育て方、料理、虫除けの
作り方などを学びます。 20人

4月24日～ 8月28日の第4火
曜日【全5回】
午前9時30分～正午

6,500 円 / 草花用はさ
み、割り箸、持ち帰り
用袋、シャベル

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

花作り教室
（講師：窪田包久）

植物の種をまき、季節の花を開花
させ、植物の育て方を学びます。 15人

5月2日～平成25年2月6日の
第1水曜日【全10回】
午前10時～正午

1,000 円 / 筆記用具

歴史探訪「御嶽道」
（講師：市職員）

古来から金峰山への山岳信仰が広
まり、修験道として存在している
「御嶽道」を学びます。

20人
5月10日～ 7月12日の第2木
曜日【全3回】
午後1時30分～3時30分

100 円 / 筆記用具

◇竜王南部公民館　■申し込み・問い合わせは…☎055（276）0711

◇敷島公民館　■申し込み・問い合わせは…☎055（277）4111

◇敷島公民館　■申し込み・問い合わせは…☎055（277）4111

●公民館子どもふれあい講座
■受付開始…４月６日（金）午前９時から電話にて受付（定員になり次第締切）　■受講料…無料（教材費実費）
■受講対象…市内在住の小・中学生

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物
国民文化祭応援事業
こども朗読教室

（講師：溝口朗読サークル）

みんなで声を出して本を読み、楽
しく朗読の勉強をします。 15人

4月21日～8月18日の第1・3土曜
日と8月25日（土）※5月5日を除く。
【全9回】午前10時～正午

無料 /筆記用具
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本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

竜
王
南
部
公
民
館

展
示　

文
化
協
会
川
柳
部（
川
柳
）

日
程　

　

４
月
１
日（
日
）〜
５
月
31
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
南
部
公
民
館

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）０
７
１
１

双
葉
公
民
館

展
示　

双
葉
書
道
ク
ラ
ブ
・
な
で

　
　

し
こ（
押
し
花
）

日
程　

４
月
３
日（
火
）〜  

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

双
葉
公
民
館　

　

☎
０
５
５
１（
２
０
）３
６
６
６

健
康
水
中
体
操
教
室

（
双
葉
前
期
）

　

膝
や
腰
に
負
担
の
少
な
い
、
水

中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
水
中
体
操
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
専
門
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、

や
さ
し
く
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

主
催　

市
教
育
委
員
会

日
程　

５
月
７
日
〜
７
月
９
日
ま

で
の
毎
週
月
曜
日【
全
10
回
】

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

双
葉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

定
員　

40
人（
先
着
順
）

参
加
料　

２
、０
０
０
円（
初
回
受

講
日
に
納
入
）

申
込
受
付　

４
月
９
日（
月
）午
前

　

９
時
か
ら
電
話
に
て
受
付

持
ち
物　

水
泳
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ

プ（
必
ず
着
用
）、
タ
オ
ル
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

新

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室

主
催　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

　
　
　

議
会

日
程　

４
月
12
日（
木
）・
24
日（
火
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

場
所　

敷
島
体
育
館

種
目　

ス
ポ
レ
ッ
ク　

対
象　

市
内
在
住
者

参
加
料  

無
料

申
込
受
付　

当
日
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

新

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
８

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
交
流
会

　

暖
か
い
日
差
し
の
中
で
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
ょ
う
。

主
催　

市
体
育
協
会
フ
ォ
ー
ク
ダ

　
　

ン
ス
部

日
時  

４
月
10
日（
火
）午
前
10
時

　
　
　

〜
正
午
※
雨
天
中
止

場
所　

双
葉
水
辺
公
園
芝
生
広
場

参
加
料  

無
料  

申
込
方
法  

当
日
受
付

※
か
か
と
の
低
い
運
動
靴
な
ど
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
市
体
育
協
会

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部（
秋
山
）

　

☎
０
５
５
１（
２
８
）７
７
８
０

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

竜
王
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦
部
で
は
、平
成
24
年
度
に
開
催

す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
に

参
加
す
る
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
種
別　

○
４
部
リ
ー
グ

　

市
内
在
住
者
の
50
歳
以
上
の
人

　

で
構
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム

○
５
部
リ
ー
グ　

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
で

　

構
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム

申
込
受
付　

４
月
30
日（
月
）ま
で

　

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

　

グ
戦
部（
宮
堀
）　

　

☎
０
９
０（
２
６
５
１
）４
２
９
５

求
職
者
支
援
制
度
の
ご
案
内

　　

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
人
が
、
職

業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た

め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

支
援
内
容

・
再
就
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
た
め
の
職
業
訓
練
を

　

無
料
で
実
施（
訓
練
期
間
は
一

コ
ー
ス
３
か
月
〜
６
か
月
）

・
訓
練
期
間
お
よ
び
訓
練
終
了
後

３
か
月
は
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

よ
る
就
職
支
援

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
を
支
給

対
象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
人

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
こ
と

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
や
雇
用
保

険
受
給
者
で
な
い
こ
と

・
労
働
の
意
思
と
能
力
が
あ
る
こ
と

・
職
業
訓
練
等
の
支
援
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所

長
が
認
め
た
こ
と

※
訓
練
内
容
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府　

　

☎
０
５
５（
２
３
２
）６
０
６
０

や
ま
な
し
学
生
就
職
面
接
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

県
で
は
、
平
成
25
年
３
月
新
規

大
学
等
卒
業
予
定
者
の
県
内
就
職

と
県
内
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援

す
る
た
め
、
学
生
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
20
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
受
付
は
正
午
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

　
（
甲
府
市
丸
の
内
１

－

１

－
17
）

対
象　

  

・
県
内
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
平

　

成
25
年
３
月
新
規
大
学
等
卒
業

　

予
定
者
お
よ
び
既
卒
者

内
容　

企
業
と
の
個
別
面
接
、
各

　

種
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

参
加
料　

無
料

申
込
受
付　

当
日
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…  

　

県
労
政
雇
用
課

　

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
５
６
２

就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
塾

　

農
業
体
験
を
し
た
こ
と
が
な
い

け
れ
ど
、
職
業
と
し
て
農
業
を
始

め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
た
め

に
、
就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
塾
を
開

催
し
ま
す
。

◎
農
業
体
験
研
修

内
容　

平
日
１
日
コ
ー
ス
と
週
末

　

３
日
コ
ー
ス
が
あ
り
、
果
樹
、
野

　

菜
栽
培
等
の
体
験
を
し
ま
す
。

実
施
期
間　

４
月
〜
11
月

◎
週
末
農
業
塾

内
容　

果
樹
コ
ー
ス
と
野
菜
コ
ー

　

ス
が
あ
り
、
桃
や
ぶ
ど
う
、
夏
・

　

秋
野
菜
の
育
成
管
理
作
業
を
体

　

験
し
ま
す
。

実
施
期
間　

４
月
〜
12
月

※
実
施
日
時
、
実
施
場
所
な
ど
、
詳

　

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

県
立
農
業
大
学
校
研
修
課　

　

☎
０
５
５
１（
３
２
）２
２
６
９

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

　

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
は
、
使
用
方

法
を
間
違
え
る
と
、
漏
え
い
事
故

や
火
災
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
携

行
缶
の
正
し
い
使
い
方
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
ガ
ソ
リ
ン
の
持
ち
運
び
は
、消
防

　

法
で
定
め
ら
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
携

　

行
缶
を
使
用
し
、
ポ
リ
タ
ン
ク

　

等
の
使
用
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

・
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
利
用
者
自

　

身
が
携
行
缶
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入

　

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
携
行
缶
に
表
示
さ
れ
て
い
る
使

　

用
上
の
注
意
を
し
っ
か
り
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
府
地
区
消
防
本
部
予
防
課　

　

☎
０
５
５（
２
２
２
）１
２
９
１

平
成　

年
度
峡
北
消
防
本
部

普
通
救
命
講
習

日
程　

４
月
18
日（
水
）、
５
月

　

20
日（
日
）、
６
月
20
日（
水
）、

　

７
月
22
日（
日
）、８
月
22
日（
水
）、

　

９
月
16
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

峡
北
消
防
本
部（
韮
崎
市
本

　
　
　

町
４

－

９

－

48
）

対
象　

双
葉
地
区
に
在
住
ま
た
は

　
　
　

在
勤（
在
職
）者

定
員　

各
日
20
人
程
度

参
加
料　

無
料

申
込
受
付　

講
習
日
の
１
週
間
前

　

ま
で
に
電
話
に
て
受
付

※
詳
細
は
、
峡
北
消
防
本
部
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

韮
崎
消
防
署

　

☎
０
５
５
１（
２
３
）１
４
９
９

甲
府
地
区
広
域
行
政
圏
情
報

甲
府
市

☆
第
41
回
信
玄
公
祭
り

●
湖
衣
姫
コ
ン
テ
ス
ト

日
時　

４
月
６
日（
金
）

　

午
後
４
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
甲
州
軍
団
出
陣

日
時　

４
月
７
日（
土
）

　

午
後
５
時
20
分
〜
７
時
20
分

コ
ー
ス　

　

甲
府
駅
南
口
〜
平
和
通
り
〜
城

東
通
り
〜
舞
鶴
城
公
園

●
武
田
二
十
四
騎
馬
行
列

日
時　

４
月
12
日（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

コ
ー
ス　

　

武
田
神
社
〜
平
和
通
り
〜
遊
亀

　

公
園
〜
舞
鶴
城
公
園
〜
武
田
神
社

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
市
信
玄

公
祭
り
実
行
委
員
会

　

☎
０
５
５（
２
３
７
）５
７
０
２

中
央
市

☆
中
央
市
れ
ん
げ
ま
つ
り
12

日
時　

４
月
29
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

中
央
市
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ

　

あ
い
広
場（
中
央
市
乙
黒
１

－

１
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

中
央
市
商
工
観
光
課

　

☎
０
５
５（
２
７
４
）８
５
８
２

警察からのお知らせ
Police information

春の全国交通安全運動

　４月６日（金）から15日（日）までの10日間、春の全国交通
安全運動が実施されます。広く市民に交通安全思想の普及・
浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を
習慣付けていただくとともに、市民自身による道路交通環境
の改善に向けた取り組みを推進し、交通事故防止の徹底を図
ることを目的とする運動です。市民一人ひとりが交通ルール
を守り交通事故の防止に努めましょう。
　なお、４月10日（火）には「交通事故死ゼロを目指す日」も
併せて実施します。

運動の基本
   「子どもと高齢者の交通事故防止」
 運動の重点　
①飲酒運転の根絶
②すべての座席のシートベルトとチャ
　イルドシートの正しい着用の徹底
③自転車の安全利用の推進
④二輪車の交通事故防止

■問い合わせは…
　韮崎警察署　☎0551（22）0110
　市民活動支援課（本館１階）　☎055（27８）1704
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甲斐市の人口　74,272人（+8）      （平成24年2月末現在）
住民基本台帳人口73,160人（1０） 
男性36,265人（－3）  女性36,895人 （+13）
世帯数29,155世帯（－6）　
外国人登録人口1,112人（－2） 　 （ ）内は前月比

■発行日／平成24年4月１日
■発行／甲斐市　〒400-0192　山梨県甲斐市篠原2610
■編集／秘書政策課　☎055（278）1678　　055（276）7216
■ホームページ　http://www.city.kai.yamanashi.jp　

こちらのＱＲコードを
携帯で読み取ると、
甲斐市の携帯ホーム
ページを表示します。

甲府CATV「テレビ回覧板」
市の生活情報やイベント情報を
文字と音声でお届けします。
月～金　8：30～、17：30～
土～日　12：20～、17：30～

表紙の写真は、竜王中部公民
館で行われた、笑いの体操と
ヨガの呼吸法を組み合わせた
健康法『笑いヨガ』を体験する
参加者の様子を撮影したもの
です。

今月の表紙

募

集

24




